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図版14 1 第17号方形周溝墓

2 第17号方形周溝墓遺物出土状況①

3 第17号方形周溝墓遺物出土状況②

4 第17号方形周溝墓遺物出土状況③

5 第17号方形周溝墓堪形土器出土状態

図版15 1 第18号方形周溝墓

2 第18号方形周溝墓遺物出土状況①

3 第18号方形周溝墓遺物出土状況②

4 第18号方形周溝墓遺物出土状況③

5 第19号方形周溝墓

図版16 1 第324号住居跡

2 第325号住居跡

3 第325号住居跡カマド

4 第326号住居跡

5 第327号住居跡

6 第328号住居跡

7 第330号住居跡

8 第330号住居跡カマド

図版17 1 第330号住居跡遺物出土状況

2 第331号住居跡

3 第330号住居跡遺物出土状況①

4 第330号住居跡遺物出土状況②

5 第332号住居跡

図版18 1 第333号住居跡

2 第333号住居跡カマド

3 第333号住居跡遺物出土状況

4 第334号住居跡

5 第335号住居跡

図版19 1 第336• 337号住居跡

2 第336号住居跡勾玉出土状況

3 第338号住居跡

4 第339号住居跡

5 第340号住居跡

図版20 1 第340号住居跡カマド 1

2 第340号住居跡カマド 1遺物出土状況

3 第340号住居跡カマド 2

4 第340号住居跡貯蔵穴

5 第340号住居跡遺物出土状況

6 第341号住居跡

7 第342号住居跡

8 第342号住居跡カマド

図版21 1 第343号住居跡

2 第343号住居跡炉 1

3 第343号住居跡炉2

4 第343号住居跡遺物出士状況

5 第344• 351 • 358 • 359号住居跡

図版22 1 第344号住居跡カマド

2 第344号住居跡貯蔵穴 1• 2 

3 第345号住居跡

4 第345号住居跡石製模造品出土状況

5 第346号住居跡

6 第346号住居跡カマド

7 第346号住居跡カマド遺物出土状況

8 第347号住居跡

図版23 1 第348号住居跡

2 第348号住居跡カマド

3 第350号住居跡

4 第350号住居跡貯蔵穴

5 第351号住居跡貯蔵穴

図版24 1 第352号住居跡

2 第353号住居跡

3 第355号住居跡

4 第357号住居跡

5 第359号住居跡

6 第360号住居跡

7 第361号住居跡

8 第362号住居跡

図版25 1 第363号住居跡

2 第363号住居跡カマド



3 第363号住居跡遺物出土状況

4 第363号住居跡カマド遺物出土状況①

5 第363号住居跡カマド遺物出土状況②

図版26 1 第364号住居跡

2 第364号住居跡カマド

3 第364号住居跡遺物出土状況

4 第365号住居跡

5 第365号住居跡遺物出土状況

図版27 1 第366号住居跡

2 第366号住居跡カマド

3 第367号住居跡

4 第367号住居跡カマド

5 第367号住居跡遺物出土状況①

6 第367号住居跡遺物出土状況②

7 第368号住居跡

8 第368号住居跡カマド

図版28 1 第369号住居跡

2 第371号住居跡

3 第371号住居跡カマド

4 第372号住居跡

5 第372号住居跡カマド

6 第373• 374 • 379号住居跡

7 第373号住居跡貯蔵穴

8 第375号住居跡

図版29 1 第376号住居跡

2 第376号住居跡カマド

3 第376号住居跡遺物出土状況①

4 第376号住居跡遺物出土状況②

5 第376号住居跡ピット 2

6 第378• 385号住居跡

7 第380• 382 • 383 • 387号住居跡

8 第381号住居跡

図版30 1 第384号住居跡

2 第386号住居跡

3 第388号住居跡

4 第389号住居跡

5 第389号住居跡カマド

6 第389号住居跡貯蔵穴

7 第390号住居跡

8 第391号住居跡

図版31 1 第392号住居跡

2 第392号住居跡カマド

3 第394号住居跡

4 第394号住居跡遺物出土状況

5 第395• 396号住居跡

6 第397号住居跡

7 第398号住居跡

8 第399号住居跡

図版32 1 第400号住居跡

2 第400号住居跡炉

3 第400号住居跡貯蔵穴

4 第400号住居跡遺物出土状況①

5 第400号住居跡遺物出土状況②

図版33 1 第401号住居跡

2 第402号住居跡

3 第403号住居跡

4 第404号住居跡

5 第404号住居跡カマド

6 第404号住居跡カマド袖遺物出土状況

7 第404号住居跡遺物出土状況

8 第405号住居跡

図版34 1 第406号住居跡

2 第406号住居跡ピット1

3 第406号住居跡管玉出土状況

4 第407~410号住居跡

5 第407号住居跡

6 第407号住居跡貯蔵穴

7 第411号住居跡

8 第411号住居跡遺物出土状況

図版35 1 第412• 413号住居跡

2 第414• 415号住居跡

3 第414号住居跡貯蔵穴

4 第416• 417号住居跡

5 第418• 423号住居跡



6 第420号住居跡カマド遺物出土状況

7 第420号住居跡遺物出土状況

8 第422号住居跡

図版36 1 第53号掘立柱建物跡

2 第53号掘立柱建物跡 P5 

3 第53号掘立柱建物跡 P6 

4 第52号掘立柱建物跡

5 第54号掘立柱建物跡

図版37 1 第389号井戸跡

2 第390号井戸跡

3 第390号井戸跡曲物出土状況

4 第391号井戸跡

5 第394号井戸跡

6 第394号井戸跡木製品出土状況

7 第395号井戸跡

8 第396号井戸跡遺物出土状況

図版38 1 第397号井戸跡

2 第397号井戸跡遺物出土状況

3 第400号井戸跡

4 第401号井戸跡

5 第402号井戸跡

6 第403号井戸跡

7 第404号井戸跡

8 第404号井戸跡遺物出土状況

図版39 1 第405号井戸跡

2 第407号井戸跡

3 第408号井戸跡

4 第408号井戸跡遺物出土状況

5 第409号井戸跡

6 第410号井戸跡

7 第412号井戸跡

8 第413号井戸跡、第765号土坑

図版40 1 第414号井戸跡

2 第414号井戸跡木製漆塗椀出土状況

3 第415号井戸跡

4 第416号井戸跡

5 第417号井戸跡

6 第418号井戸跡

7 第419号井戸跡

8 第419号井戸跡遺物出土状況

図版41 1 第420号井戸跡

2 第421号井戸跡

3 第421号井戸跡井戸枠出土状況①

4 第421号井戸跡井戸枠出土状況②

5 第422号井戸跡

6 第422号井戸跡遣物出土状況

7 第423号井戸跡

8 第424号井戸跡

図版42 1 第7号円形周溝状遺構

2 第8号竪穴状不明遺構

3 第8号竪穴状不明遺構遺物出土状況①

4 第8号竪穴状不明遺構遺物出土状況②

5 第9号竪穴状不明遺構

図版43 1 第660号土坑

2 第663号土坑

3 第670号土坑

4 第672号土坑

5 第675号土坑

6 第678号土坑

7 第680号土坑

8 第682号土坑

図版44 1 第683号土坑

2 第686• 687号土坑

3 第689号土坑

4 第692号土坑

5 第703号土坑

6 第703号土坑焼土・炭化物検出状況

7 第706号土坑

8 第709号士坑

図版45 1 第711号土坑

2 第712号土坑

3 第712号土坑炭化物検出状況

4 第715号土坑

5 第716号土坑



6 第721号土坑

7 第723号土坑

8 第725号土坑

図版46 1 第729号土坑

2 第730号土坑

3 第736号土坑

4 第737号土坑

5 第739号土坑

6 第740号土坑

7 第745号土坑

8 第751号土坑

図版47 1 第754号土坑

2 第755号土坑

3 第756号土坑

4 第758号土坑遺物出土状況

5 第761号土坑

6 第761号土坑遺物出土状況

7 第763号土坑

8 第777号土坑

図版48 1 第778号土坑

2 第783号土坑遺物出土状況

3 第796号土坑

4 第798号土坑

5 第800号土坑、 046G P3 

6 第803号土坑

7 第806号土坑

8 第828号土坑

図版49 1 M27G Pl 

2 K28G Pl5 

3 028G P4 

4 032G P21 

5 N33G P57 

6 Q46G P31 

7 Q47G Pll 

8 P48G Pl5 

図版50 1 第655号溝跡

2 第655号溝跡紡錘車出土状況

3 第657• 658号溝跡

4 第660~663• 679号溝跡

5 第666• 667号溝跡

6 第671号溝跡

7 第671号溝跡子持勾玉出土状況

8 第671号溝跡遺物出土状況

図版51 1 第673~675号溝跡

2 第673• 674 • 732 • 733号溝跡

3 第674号溝跡遺物出土状況

4 第680号溝跡

5 第684~687• 710号溝跡

6 第691~693号溝跡

7 第697号溝跡

8 第698号溝跡

図版52 1 第706• 718 • 719号溝跡

2 第731号溝跡紡錘車出土状況

3 第731号溝跡遺物出土状況

4 第736~740• 746 • 747号溝跡

5 第745号溝跡

6 第753• 754号溝跡

7 第753号溝跡遺物出土状況

8 第755号溝跡

図版53 1 第762号溝跡

2 第762号溝跡遺物出土状況①

3 第762号溝跡遺物出土状況②

4 第762号溝跡遺物出土状況③

5 第762号溝跡遺物出土状況④

6 第764• 766号溝跡

7 第767号溝跡

8 第779号溝跡

図版54 1 第789• 806号溝跡

2 第792• 795 • 796 • 798号溝跡

3 第792号溝跡遺物出土状況①

4 第792号溝跡遺物出土状況②

5 第795• 796号溝跡遺物出土状況①

6 第795• 796号溝跡遺物出土状況②

7 第795• 796号溝跡遺物出土状況③



8 第804• 805号溝跡 第330号住居跡出土遺物

図版55 1 第809号溝跡 第331号住居跡出土遺物

2 第809号溝跡遺物出土状況① 第333号住居跡出土遺物

3 第809号溝跡遺物出土状況② 第334号住居跡出士遺物

4 第810号溝跡 第340号住居跡出土遺物

5 第816• 817号溝跡 図版66 第344号住居跡出土遺物

6 第820• 822号溝跡 第346号住居跡出土遺物

7 第823~825• 831号溝跡 第348号住居跡出土遺物

8 第3号道路状遺構 第350号住居跡出土遺物

図版56 1 044G 谷部土層断面 第351号住居跡出土遺物

2 N47G 谷部土層断面 第357号住居跡出土遺物

図版57 1 P40G 谷部金環出土状況 第361号住居跡出土遺物

2 P40G 谷部遺物出土状況 図版67 第363号住居跡出土遺物

3 P41G 谷部遺物出土状況 第364号住居跡出土遺物

4 P42 • 43G 谷部遺物出土状況 第365号住居跡出土遺物

5 P42G 谷部遺物出土状況① 図版68 第367号住居跡出土遺物

6 P42G 谷部遺物出土状況② 第370号住居跡出土遺物

7 0 • P43G 谷部遺物出土状況 第372号住居跡出土遺物

8 P43G 谷部遺物出土状況① 第375号住居跡出土遺物

図版58 1 P43G 谷部遺物出土状況② 第376号住居跡出土遺物

2 044G 谷部遺物出土状況① 図版69 第376号住居跡出土遺物

3 044G 谷部遺物出土状況② 第377号住居跡出土遺物

4 044G 谷部剣形模造品出土状況 第381号住居跡出土遺物

5 046G 谷部遺物出土状況 第382号住居跡出土遺物

6 046G 谷部曲物出土状況 第383号住居跡出土遺物

7 046G 谷部鉄鏃出土状況 図版70 第384号住居跡出土遺物

8 M47G 谷部遺物出土状況 第385号住居跡出土遺物

図版59 第11号方形周溝墓出土遺物 第396号住居跡出土遺物

図版60 第11号方形周溝墓出土遺物 第397号住居跡出土遺物

第12号方形周溝墓出土遺物 図版71 第399号住居跡出土遺物

図版61 第12号方形周溝墓出土遺物 第400号住居跡出土遺物

図版62 第12号方形周溝墓出土遺物 第403号住居跡出土遺物

第15号方形周溝墓出土遺物 第404号住居跡出土遺物

第16号方形周溝墓出土遺物 第406号住居跡出土遺物

図版63 第17号方形周溝墓出土遺物 図版72 第406号住居跡出士遺物

図版64 第18号方形周溝墓出士遺物 第414号住居跡出土遺物

図版65 第326号住居跡出土遺物 第422号住居跡出土遺物



第394号井戸跡出土遺物 図版81 谷部出土遺物

第395号井戸跡出土遺物 図版82 谷部出土遺物

図版73 第396号井戸跡出土遺物 図版83 谷部出土遺物

第403号井戸跡出土遺物 図版84 谷部出土遺物

第418号井戸跡出土遺物 グリッド・表採出土遺物

第 8号竪穴状不明遺構出土遺物 図版85 グリッド・表採出土遺物

図版74 第8号竪穴状不明遺構出士遺物 図版86 第331号住居跡出土遺物

第660号土坑出土遺物 第333号住居跡出土遺物

第698号土坑出土遺物 第340号住居跡出土遺物

第716号土坑出土遺物 第343号住居跡出土遺物

第725号土坑出土遣物 図版87 第344号住居跡出土遺物

第736号土坑出土遺物 第345号住居跡出土遺物

第803号土坑出土遺物 第346号住居跡出土遺物

図版75 N33G P7出土遺物 第348号住居跡出土遺物

P48G Pl5出土遺物 第350号住居跡出土遺物

第655号溝跡出土遺物 第363号住居跡出土遺物

第673号溝跡出土遺物 図版88 第363号住居跡出土遺物

第674号溝跡出土遺物 第364号住居跡出土遺物

第675号溝跡出土遺物 第367号住居跡出土遺物

第680号溝跡出土遺物 図版89 第367号住居跡出土遺物

第688号溝跡出土遺物 第370号住居跡出土遺物

図版76 第702号溝跡出土遺物 第371号住居跡出土遺物

第747号溝跡出土遺物 第375号住居跡出土遺物

第753号溝跡出土遺物 図版90 第376号住居跡出土遺物

第762号溝跡出土遺物 第380号住居跡出土遺物

図版77 第762号溝跡出土遺物 第381号住居跡出土遺物

第792号溝跡出士遺物 第393号住居跡出土遺物

図版78 第792号溝跡出土遺物 第398号住居跡出土遺物

図版79 第792号溝跡出土遺物 第400号住居跡出土遺物

第793号溝跡出土遺物 図版91 第400号住居跡出土遺物

第795号溝跡出土遺物 第404号住居跡出土遺物

第796号溝跡出土遺物 第406号住居跡出土遺物

図版80 第796号溝跡出土遺物 第407号住居跡出土遺物

第809号溝跡出土遺物 第397号井戸跡出土遺物

第810号溝跡出土遺物 図版92 第404号井戸跡出土遺物

第822号溝跡出土遺物 第 8号竪穴状不明遺構出土遺物

谷部出土遺物 第683号土坑出土遺物



P46G Pl4出土遺物 図版109 第406号住居跡出土遺物

Q46G PlOl出土遺物 第411号住居跡出土遺物

第671号溝跡出土遺物 第414号住居跡出土遺物

図版93 第671号溝跡出土遺物 第420号住居跡出土遺物

第674号溝跡出土遺物 図版llO 第709号土坑出土遺物

第731号溝跡出土遺物 第758号土坑出土遺物

第747号溝跡出土遺物 第761号土坑出土遺物

図版94 第753号溝跡出土遺物 図版111 第676号溝跡出土遺物

第762号溝跡出士遺物 第706号溝跡出土遺物

図版95 第762号溝跡出土遺物 第762号溝跡出士遺物

第783号溝跡出土遺物 図版112 第762号溝跡出土遺物

第794号溝跡出土遺物 図版113 第762号溝跡出土遺物

図版96 谷部出土遺物 谷部出土遺物

図版97 谷部出土遺物 図版114 谷部出土遺物

図版98 谷部出土遺物 因版115 谷部出土遺物

図版99 谷部出土遺物 因版116 谷部出土遺物

図版100 谷部出土遣物 図版117 谷部出土遺物

図版101 谷部出土遺物 図版118 谷部出土遺物

図版102 谷部出土遺物 グリッド・表採出土遺物

グリッド・表採出土遣物 図版119 第400号住居跡出土遺物

図版103 グリッド・表採出土遺物 第666号溝跡出土遺物

図版104 第331号住居跡出土遺物 第671号溝跡出土遺物

第345号住居跡出土遺物 第680号溝跡出土遺物

第346号住居跡出土遺物 第689号溝跡出土遺物

第363号住居跡出土遺物 第753号溝跡出土遺物

図版105 第363号住居跡出土遺物 第762号溝跡出土遺物

図版106 第364号住居跡出土遺物 谷部出土遺物

第365号住居跡出土遺物 グリッド・表採出土遺物

第367号住居跡出土遺物 図版120 紡錘車、紡錘車未製品

図版107 第373号住居跡出土遺物 砥石、板碑

第376号住居跡出土遺物 図版121 須恵器1• 2 

第377号住居跡出土遣物 図版122 灰釉陶器l.2 

第384号住居跡出土遺物 図版123 緑釉陶器1（外面）

図版108 第385号住居跡出土遺物 緑釉陶器2 （内面）

第394号住居跡出土遺物 図版124 中世陶磁器、瀬戸

第397号住居跡出土遺物 図版125 常滑 1• 2 

第400号住居跡出土遺物 図版126 常滑 3



中世陶器 図版131 打製石斧 1• 2 

図版127 玉類 図版132 木製品 1

石製模造品 1 図版133 木製品 2

図版128 石製模造品 2• 3 図版134 木製品 3

図版129 砥石、土製品 図版135 木製品4

図版130 鉄製品、銭貨 図版136 木製品 5



8.溝跡
下田町遺跡第 5次調査の溝跡（略号SD)番号は、

平成13~15年度の第 2~4次調査の続き番号を使用

している。今回の報告は平成15年度に発掘調査を実

施した東区と平成16年度の 5次調査の範囲である。

調査の結果、溝跡番号は第655号から第834号を付

し、 180条を検出した。一部の溝跡については、今回

の整理作業において他の遺構番号に振り替え、第714

号溝跡は第19号方形周溝墓、第700• 701号溝跡は第

11号方形周溝墓、第724号溝跡は第12号方形周溝墓、

第730号溝跡は第14号方形周溝墓、第756~759号溝跡

は第15号方形周溝墓、第770~773号溝跡は第16号方

形周溝墓、第769• 787 • 788号溝跡は第17号方形周溝

墓、第785号溝跡は第18号方形周溝墓に変更した。ま

た、第590• 596 • 613 • 665 • 713 • 744 • 828号溝跡は

欠番である。

調査区から検出された溝跡は、古墳時代前期・後

期、奈良・平安時代、中世にかけての遺構であり、

遺物も大量に出土した。本調査区の中央部分には東

西方向に大きな谷地形が形成され、この谷部が遺跡

内の溝跡の形成に大きく影響をおよぽしている。

古墳時代の溝跡は、集落内を緩やかな地形の起伏

に合わせ、わずかに蛇行しながら延びる。また、第

762号溝跡は、底面が平坦な掘り込みをもつ幅広の溝

跡であり、遺物も多く検出されている。機能は不明

であるが谷部から繋がっていることから、水路的機

能をもつ引き込み溝あるいは船着場的機能が考えら

れる。この溝跡の北側には第 3号道路状遺構も検出

されている。いずれも細長く、途切れ途切れに検出

されている。また、鎌倉時代の第792• 795 • 796号溝

跡は調査区南西部に検出され、かわらけが大量に出

土した。さらに、調査区南東部では第797• 810 • 

816 • 817 • 819 • 820 • 822号溝跡を検出し、溝跡が途

切れることから区画溝の入口施設が想定される。中

世の生活面は、古代の生活面より上であったが、調

査の進行上、同一面で調査を行っている。

以下、各遺構について報告する。

第655号溝跡（第309図）

K • L -27グリッドにかけて検出された。東側調

査区の北端にあたる。

本溝跡は、東西方向に直線的に延び、南西端部は

南側へ屈曲していた。北東端部分は調査区域外に続

いていた。南側は「L」字状に屈曲し、短く延びて

立ち上がっていた。

規模は、全長10m、幅70~85cm、深さはK-27グ

リッドで41cmであった。断面形態は箱形であった。

出土遺物は、第311図1~5に図示した。 1は須恵

器杯身、 2は土師器模倣坪、 3~5は石製模造品の

有孔円板である。他に覆土中より土師器甕、杯破片

が少量出土した。

第656号溝跡 （第309図）

北側はM-27、南側はL-28グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は南北方向に直線的に延びていた。北側は

調査区域外に続き、南側は第669号土坑と重複して途

切れていた。本溝跡の西側には第666• 667号溝跡が

並行して検出された。

規模は、全長10.3m、幅35~50cm、深さはL• M-

27グリッドで 7cmであった。断面形態は皿状であっ

た。

遺物は、須恵器甕胴部破片 1点が出土した。

第657号溝跡（第309図）

N-27グリッドで検出された。東側調査区の北東

コーナ一部で検出された。

本溝跡は北西から南東方向に直線的に延びていた。

両端はいずれも調査区域外に続く 。北側には第658号

溝跡および第11号方形周溝墓が位置していた。重複

する遺構は、第659号土坑であった。

規模は、全長 6m、幅 5~35cm、深さは13cmであ

った。

遺物が出土しなかったため、時期は不明である。
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第307図 溝跡・道路状遺構全体図（1)
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第308図 溝跡・道路状遺構全体図（2)
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第309図 溝跡（1)
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第658号溝跡（第309図）

N-27グリッドで検出された。

本溝跡は北西から南東方向に直線的に延びていた。

第657号溝跡と重複し、本遺構が古かった。

規模は、全長5.4m、幅5~25cm、深さは 8cmであ

った。

遺物は、土師器甕、武蔵型坪などが出土した。

第659号溝跡（第309図）

J -28グリッドで検出された。

本溝跡は南北方向に直線的に短く延びていた。周

囲には第661• 662 • 672 • 688 • 726号溝跡などの類似

した遺構がみられた。重複する遺構は本溝跡に切ら

れる第671号溝跡があった。

規模は、全長4.9m、幅35~55cm、深さは 7cmであ

った。断面形態は皿状であった。

遺物は、土師器甕、須恵器杯破片が少量出土した。

第660号溝跡（第309図）

北側はJ-28、南側はK-30グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は北西から南東方向に直線的に延びていた。

南端部分では、西側方向へ「L」字状に屈曲してい

た。北側は調査区域外に続く 。東側では第671号溝跡

が並行し、西側では第664号溝跡が並行して検出され

た。重複する遺構は、南端部で第390号井戸跡に切ら

れていた。

規模は、全長12m、幅30~60cm、深さはK-29グ

リッドで10cmであった。断面形態は皿状であった。

遺物は、土師器甕、須恵器坪破片が少量出土した。

第661号溝跡（第309図）

J-28・29グリッドにかけて検出された。

本溝跡は南北方向に延びていた。南側には第665号

溝跡が位置していた。北側の第659号溝跡や、南側の

第662号溝跡と方向を同じくし、規模も類似していた。

規模は、全長2.4m、幅40~50cm、深さはJ-28グ

リッドで6cmであった。

遺物は、土師器甕、須恵器坪破片が少量出土した。

第662号溝跡（第309図）

J -29グリッドで検出された。

本溝跡は南北方向に延びていた。北側は第660号溝

跡に切られていた。南側は調査区域外に続いていた。

本溝跡の北側で検出した第659• 661 • 726号溝跡と方

向を同じくし、規模も類似していた。

規模は、全長3.5m、幅45~50cm、深さは 5cmであ

った。断面形態は皿状であった。

遺物は、土師器甕、須恵器坪破片が少贔出土した。

第663号溝跡（第309図）

J • K -29グリッドにかけて検出された。

本溝跡は東西方向にやや蛇行して延びていた。東

側は第671号溝跡に切られ、西側は調査区域外へ続い

ていた。

規模は、全長 6m、幅20~30cm、深さはK-29グ

リッドで17cmであった。

遺物は、土師器甕底部破片などが少量出土した。

第664号溝跡（第309図）

北側はJ-29、南側はK-31グリ ッドにかけて位

置し、東側調査区の南西コーナ一部にあたる。

本溝跡は南北方向に直線的に延びていた。両端は

いずれも調査区域外に続いていた。重複する遺構は、

本溝跡の中央部分で第325号住居跡を切りこみ、さら

に南側では第675号溝跡に切られていた。また、北側

には、第660• 671 • 679号溝跡が並行していた。

規模は、全長20m、幅40~75cm、深さはK-30グ

リッドで19cm、K-31グリ ッドで32cmであった。断

面形態は逆台形であった。

出土遺物は、第311図6 • 7に図示した。 6は土師

器鉢、 7は土師器甑である。他に土師器甕、比企型

坪、培などが出土した。
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SD669 SD725 SD670 SD671 

K 17 0m k' ． ．  L_£Om _L' Mi7om M' 

言
N.J.!.Om N' 

言 冑量
O__Q_Om 

SD671 
o' 

SD671 
P~ Bm p' 

冒 言
第655号溝跡 (A-A')
1 黒褐色土 10YR3/l 

2 黒褐色士 10YR3/l 

3 青灰色土 108G3/l 

第656号溝跡 (B-B')
1 黒褐色土 5YR2/! 

2 黒褐色土 5YR3/! 

第657号溝跡 (C-C')

ローム粒子(<t>l~3mn1)含む 炭化物粒子 (</>I
mm)微贔 しまりあり 粘性ややあり 士器片混
入
ローム粒子 (</>l~5nrn1) ・ロームプロック多屈
しまりあり 粘性ややあり
ロームがプロック状に堆積し、黒褐色士が充填す
る しまりあり 粘性弱い

焼土プロック微伍炭化物含む
炭化物含む

1 黒褐色士 7. 5YR3/2 焼土 ・マンガン少屈 炭化物含む
第658号溝跡
1 黒褐色土 lOYR3/] 黄掲色士プロック・焼土微址 マンガン少祉

第659号溝跡 (D-D')
1 黒褐色土 IOYR3/J 

2 褐灰色土 IOYR4/l 

第660号溝跡 (E-E')
1 黒褐色土 IOYR3/2 

2 灰黄褐色士 IOYR4/2 

第661号溝跡 (F-F')
1 にぶい黄褐色土 10YR4/3 

第662号溝跡 (G-G')
1 灰黄褐色士 IOYR4/2 

第663号溝跡 (H-H')
1 褐灰色土 IOYR4/l 

2 褐灰色士 IOYR4/l 

第664号溝跡(!-!')
1 黒褐色士 10YR3/l 

黒褐色土主体褐色士粒子(<PImm)少址炭化
物微煤士師器片含む しまりあり 粘性ややあ
り
褐色土粒子(<P2DlDJ)含む しまりあり 粘性な
し

黄褐色士プロック(~ 5mm)少菌 褐色土粒子(~
2mm)含む しまりあり 粘性ややあり
青褐色ローム主体 しまりあり 粘性なし

黒褐色のしまりのある土 ($5~7mm) ・褐色土粒
子 ($2mm)含む しまりあり 粘性なし

黒褐色のしまりのある土(</>5mm以上）含む し
まり・粘性あり

褐色土粒子($lmrn)含む焼土粒子 (¢ llllill）微
舷 しまりあり 粘性なし
灰色土プロック($lOmm)少最 しまりあり 粘
性ややあり

黄褐色土ブロック(</>15mm)少最 炭化物微拭
褐色土粒子 (</,3mm)含む しまりあり 粘性な
し

SD672 
Q 170m Q' R 169m 

$0676 
R' . .  

冒 昌
2m 
1・鉛

第666,667号溝跡(J-J') 
1 黒褐色土 IOYR3/l ローム粒子 ($1~3mm) ・鉄分少祉 しまりあり 粘

性強い
2 黒褐色士 IOYR3/l ローム粒子 ($1~31mn) ・鉄分少祉 ロームブロック

微祉 しまりあり 粘性強い

第668号溝跡 (K-K')
1 褐灰色士 IOYR4/l 灰色のしまりのある士主体 褐色土粒子 ($2mm)多

紐 しまりあり 粘性なし

第670号溝跡 (M-M')
1 褐灰色土 IOYR4/l 灰色のしまりのある土主体 褐色土粒子($2mm)多

屈 しまりあり 粘性なし

第671号溝跡 (N-N'・0-0'・P-P')
1 黒褐色土 I OYR3/2 褐色土粒子 (¢3nllD)多昼 黄褐色土プロック($10 

~20mm)少昴 しまりあり 粘性なし
2 褐灰色士 IOYR4/l しまりのある暗灰色士主体 灰色土プロック ($5~

20mm)少祉 しまりあり 粘性ややあり
2'褐灰色土 10YR4/l しまりのある暗灰色土主体 黄褐色土ブロック($7 

~10mun)少最 しまりあり 粘性ややあり
3 褐灰色士 IOYR4/l 粘性のある灰色士主体 褐色士粒子 ($2mun)含む

青灰色の砂少最 しまりややあり 粘性あり
3'褐灰色土 IOYR4/l 粘性のある灰色士主体 褐色土粒子 (¢2llllll）多最

しまりややあり 粘性あり
4 灰黄褐色土 IOYR4/2 地山の土多龍褐色のしまりのある土含む しまりあ

り 粘性なし
5 黒褐色士 IOYR3/l 粘性のある暗灰色士 しまり ・粘性あり

第676号溝跡 (R-R')
1 黒褐色土 IOYR3/l 地山プロック少品炭化物微祉 マンガン多凪
2 黒色土 IOYR2/l 地山プロック少址 マンガン含む
3 黒褐色土 10YR3/l 地山プロック ($1~10nun)多拭 マンガン含む

第725号溝跡 (L-L')
1 褐灰色土 IOYR4/l 暗灰色士（やや粘性のある）主体 焼土粒子($0. 5 

mm)少批 しまりあり 粘性ややあり
2 褐灰色土 IOYR4/l 黄褐色土プロック (¢2~10mm)少紐 しまりあり
粘 性なし
3 黒褐色士 IOYR3/l やや粘性のある暗灰色士主体 黄褐色土プロック (d

5mm)少枇 しまり ・粘性ややあり
4 灰黄褐色土 !OYR4/2 黄褐色土プロック（が5mm) ・暗灰色の粘性のある士

斑に含む しまりあり 粘性ややあり
5 黒色士 IOYR2/l 灰（層の中間に帯状に横に堆積）含む 黄褐色土ブロ

ック($5mm)少屈 しまり ・粘性あり

第310図 溝跡（2)
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第665号溝跡 欠番（第11号方形周溝墓に変更）

第666号溝跡（第309因）

北側はL-27、南側はL-29グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は東側調査区のほぼ中央を南北方向に直線

的に延びていた。北側は調査区域外に続いていた。

南側はL-29グリッド付近で途切れていたが、南側

に検出された小規模の溝跡や、土坑状の掘り込みな

どと関連すると思われる。これらの掘り込みは、第

3次調森で確認された道路状遺構に繋がるものと思

われる。本溝跡の南端では、第667号溝跡と分岐して

いた。

規模は、全長21m、幅35~90cm、深さはL-27グ

リッドで23cm、L-29グリッドで30cmであった。断

面形態は皿状であった。

出土遺物は、第311図8~14に同示した。 8~11は

須恵器杯で、 8 • 9には刻書、 11には墨書がみられ

る。12• 13は灰釉陶器の皿である。14は須恵器羽釜

である。他に土師器甕破片が出土した。

第667号溝跡（第309• 319図）

北側はL-27、南側はL-31グリッドにかけて位

置し、東側調査区の中央部を縦断していた。

本溝跡は南北方向に直線的に延びていた。北側は

調査区域外に続き、南側は第665号溝跡と重複しなが

らも、クランク状に蛇行し、さらに南進して調査区

域外に延びていた。本溝跡の北側では、第665号溝跡

が東側に並行して検出された。また、中央から南側

にかけては、西側に第680号溝跡と接していた。なお、

本溝跡は道路状遺構の東側側溝の可能性がある。

L -30グリッド付近では、溝の底面に小穴が数多く

確認された。また、 K-31 • 32グリッドでは、本溝

跡と並行して第678号溝跡が検出され、対をなすもの

と考えられる。両溝跡間の間隔はほぼ6mを測り、

両脇側溝をもつ道路状遺構があった可能性が考えら

れる。

規模は、全長46m、幅35~65cm、深さはL-27グ

リッドで16cm、L-29グリッドで16cm、L-30グリ

ッドで20cm、L-31グリッドで25cmであった。

出土遺物は、第311図15~18に図示した。15は土師

器坪、 16• 17は須恵器坪、 18は須恵器甕である。他

に土師器甕、須恵器蓋が出土した。なお、第666• 

667号溝跡から検出された遺物を検討してみると、第

311図8および17の須恵器坪底部は回転ヘラケズリで

ある。第311図10• 11 • 16は底部回転糸切りの須恵器

杯、さらに14の羽釜が出土していることから、道路

状遺構の下限は 8世紀中葉と考えられ、上限は10世

紀前半とすることができる。

第668号溝跡（第309図）

K-27・28グリッドにかけて検出された。

本溝跡は南北方向に延びていた。西側には並行し

て第670号溝跡が位置していた。この他周辺には、類

似する溝跡が検出されている。溝跡としたが、遺構

の性格は不明である。

規模は、全長13m、幅35~55cm、深さはK-28グ

リッドで5cmであった。断面形態は皿状であった。

遺物は、出土しなかった。

第669号溝跡（第309図）

K-27・28グリッドにかけて検出された。

本溝跡は東西方向にほぼ直線的に延びていた。重

複する遺構には本溝跡と類似する形態の第668• 670 

号溝跡が存在する。

規模は、全長2.6m、幅40~50cm、深さはK-28

グリッドで4cmであった。断面形態は逆台形であっ

た。

遺物は、土師器甕破片などが少量出土した。

第670号溝跡（第309図）

K-27・28グリッドにかけて検出された。

本溝跡は南北方向に延び、北側ではL字状に東側

ヘ屈曲し、第668号溝跡と接していた。
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規模は、全長7.5m、幅30~50cm、深さはK-28グ

リッドで7cmであった。断面形態は皿状であった。

遺物は、第311図19~21に図示した鉄製品の破片が

出土した。他に土師器甕．杯破片などが少量出土し

た。

第671号溝跡（第309図）

北側はJ-27、南側はK-30グリッドにかけて検

出された。東側調査区の西側にあたる。

本溝跡は北西から南東方向に直線的に延び、調査

区を縦断していた。北側および南側は調査区域外に

続いていた。K-30グリッド付近では、溝跡の掘り

込みが途切れていた。これは、区画溝の開口部分と

考えられ、入り口施設敷設の可能性が考えられる。

本溝跡の西側には、規模の小さな第660• 664 • 674 • 

679号溝跡が並行して走っていた。重複する遺構には、

第389• 392 • 395号井戸跡が切りこんでいた。

規模は、全長30m、幅60~200cm、深さはJ.K-

28グリッドで52cm、K-29グリッドで46cm、K-30

グリッドで12cmであった。断面形態は箱形であった。

出土遺物は、第312図1~10に図示した。1は石製

品の子持勾玉、 2 • 3は須恵器坪身、 5は須恵器

臆 4 • 6 • 7は須恵器甕、 8~10は底部回転ヘラ

ケズリを施した須恵器杯である。8 • 9は底部外面

に刻書がみられる。

第672号溝跡（第309図）

J • K -28グリッドにかけて検出された。

本溝跡は東西方向に短く延びていた。周辺には第

659 • 661 • 662 • 669号溝跡などの類似した溝跡がみ

られた。

規模は、全長4.2m、幅50~55cm、深さはK-28グ

リッドで8cmであった。断面形態は皿状であった。

遺物は、出土しなかった。

第673号溝跡（第319図）

K-31・32グリッドにかけて位置し、東側調査区

の南西コーナー付近と第 5次調査区北西コーナ一部

で検出した。

本溝跡は北西から南東方向に延びていた。北側は

調査区域外に続く 。重複する遺構には第674• 675号

溝跡があり、いずれも新しかった。

規模は、全長7+9.25m、幅50~80cm、深さは 9cm 

であった。

出土遺物は、第312図11に図示した須恵器杯身の他、

須恵器杯H、土師器甕、坪などが出土した。

第674号溝跡（第319• 326図）

K -31 • 33、L-34グリッドにかけて検出された。

本溝跡は、第4次調査東区南西コーナ一部分から

第5次調査区の北西コーナ一部に検出された。南北

方向に直線的に延びていた。北側は第325号住居跡を

挟んで、第664号溝跡に繋がっていた。重複する遺構

は、第4次調査東区の南西コーナ一部分では第675号

溝跡に切られていた。第 5次調査区では第745• 

753 • 776号溝跡と重複していた。また、古墳時代前

期の第343号住居跡を切っていた。

規模は、全長12.2+ 30.75m、幅65cm、深さはK-30

グリッド付近で33cmであった。

出土遺物は、第313図1~29に図示した。1は須恵

器高坪である。非常に硬質で焼成も良く、つくりも

精緻である。陶邑産とみられる。体部外面には波状

文が巡る。2~7は土師器杯である。2は口縁部の

短い丸底坪、 3は有稜の小型丸底杯である。4 • 5 

は口縁部の立ち上がりが長く、ややハの字状に開く

模倣杯である。6• 7は口唇部が内彎する塊タイプ

の杯である。8 • 9は口唇部が「く」の字状に短く

開く塊である。10• 11は小型の塊である。12~19は

高杯で、 12• 15 • 18 • 19には赤彩が施されている。

20は小型の壺である。21~25は甕の破片である。26

は大型甑で、口縁部に粘土紐が貼りつくタイプであ

る。27• 28は石製模造品の有孔円板、 29は滑石製紡

錘車である。
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第675号溝跡（第319図）

K -31グリッドに位置し、東側調査区の南西コー

ナ一部に検出した。

本溝跡は東西方向に延びていた。両端はいずれも

調査区域外に続いていた。

規模は、全長7.2m、幅130~180cm、深さは49cmで

あった。

出土遺物は、第314図1~ 6に図示した。1は須恵

器坪、 2~4は須恵器高台付塊である。3• 4の2

点は酸化焔焼成である。5は土師器甑、 6は須恵器

羽釜である。他に土師器甕破片などが多量に出土し

た。

第676号溝跡 （第309図）

北側はM-28、南側はL-29グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は東西方向に緩やかな弧を描きながら延び

ていた。やや幅の広い浅い掘り込みの溝跡であった。

西側は第680号溝跡に切られ、東側は第698号溝跡に

接していた。

規模は、全長13m、幅95~120cm、深さはM-29グ

リッドで40cmであった。断面形態は箱形であった。

出土遺物は、第314図7~ 9に図示した。7は須恵

器坪Hの坪身である。8は大型の土師器丸甕、 9は

木製の部材である。他に覆土中より土師器甕、杯、

壺などが出土した。

第677号溝跡 （第309図）

J -27グリ ッドに位置し、東側調査区の北西コー

ナ一部に検出した。

本溝跡は南北方向に延び、北側は調査区域外に延

びていた。東側には第655号溝跡が位置し、規模の点

で類似していた。調査範囲が狭いため、性格は不明

である。

規模は、全長1.3m、幅90~105cm、深さは17cmであ

った。断面形態は皿状であった。

遺物は、出土しなかった。

第678号溝跡 （第309• 319図）

K -30 • 31グリッドにかけて位置し、東側調査区

の南西コーナ一部付近で検出した。

本溝跡は、道路状遺構とした第685号溝跡の西側縁

辺に並行して南北方向に延びていた。北側は第671号

溝跡に切られ、南側は調査区域外に延びていた。ま

た道路状遣構の浅い掘り込みを挟んだ東側には第667

号溝跡が位置し、本溝跡と対をなした両脇側溝の可

能性が考えられる。

規模は、全長12m、幅60~140cm、深さはK-30グ

リッドで15cm、K-31グリ ッドで23cmであった。

遺物は、羽釜、須恵器高台付塊破片などが少贔出

土した。

第679号溝跡 （第309図）

K-30グリ ッドで検出された。

本溝跡は南北方向に直線的に延びていた。北側に

は第660号土坑が重複し、南側は第678号溝跡に切ら

れていた。本溝跡は北側の第660号溝跡と規模や時期

が同じことから、連続する可能性が考えられる。

規模は、全長5.4m、幅30~50cm、深さは 9cmであ

った。

遺物は、土師器甕の破片などが少量出土した。

第680号溝跡 （第309• 319図）

K -28~31、L-27~31グリ ッドにかけて検出さ

れた。

本溝跡は東側調査区のほぼ中央を南北方向に延び

ていた。

規模は、全長43m、幅はL-29グリ ッド付近で11.4

m、深さは確認面から 8cm位の皿状で、道路状遺構

の掘り方と考えられる。掘り方部分に不整楕円形の

掘り込みや、短い溝状遺構・小穴などが多数掘り込

まれていた。北側および西側はなだらかに立ち上が

っていた。東側は第666号溝跡および第667号溝跡に

よって区切られていた。

出土遺物は、 第316図l~19に図示した。1は須恵
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器高台付塊、 2は須恵器坪、 3は須恵器壺の底部で らは内黒塊などが出土した。

ある。 4は灰釉陶器長頸瓶の底部片である。 5~ 

7 • 9は灰釉陶器境・皿の底部破片である。8• 10 

は緑釉陶器の塊．皿である。11は須恵器坪の体部破

片で、外面に記号とみられる墨書がみられる。12は

土師器甕の口縁部である。13は須恵器羽釜である。

14~16は他の遺構から混入したと考えられる須恵器

坪である。14の体部外面には 「十」の墨書がみられ

る。底部は周辺ヘラケズリが施される。17は灰釉陶

器長頸瓶の口縁部破片である。18は土錘である。 19

は石製模造品の用途不明品である。この他覆土中か

第681号溝跡 （第309図）

K-30グリッドで検出された。

本溝跡は東西方向に延びていた。東側には第678号

溝跡、西側には第325号住居跡が位置していた。さら

に本溝跡の南側には682• 683号溝跡が並行して検出

された。溝跡の性格は不明である。

規模は、全長2.7m、幅35~50cm、深さは16cmであ

った。

遺物は、土師器甕 ．杯破片が少量出土した。

-329-



コ1

0

8

9

0

S

E

6

"

'

>

 

I
:
`
:
9
 

L
9
9
0
S
 冒

51

―ー
ー
ー
ー
ー
上
仙
収
撚
鱈
肛

い

馴

冒

I

J

~

0
8
9
0
S
 

SD677 
S l6 8m 

冒冒
SD679 

T I6 9m T' 

冒言

SD681 SD682 
W i7.0m 

SD683 
W' 

冒

．
 

E
6
9
-
n
 

2
 

SD684 
X_!l.Om X' 

冒

S0686 
a 1J Om 

冒
第677号溝跡 (S-S')
1 黒褐色土 10YR3/l 
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1 黒褐色士 10YR3/2 

第680号溝跡 (U-U')
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3 褐灰色土 10YR5/l 
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褐灰色土
褐灰色土
灰黄褐色士
掲灰色士

10YR4/1 

IOYR4/l 

IOYR4/2 

10YR4/l 

第667• 680 • 689号溝跡 (V-V')
1 黒色士 2. 5Y2/l しまりややあり 粘性やや強い
2 褐灰色士 IOYR4/J くぼみ状のおちこみに粘質士が入り込む しまりややあり 粘性あり～強い
3 褐灰色土 IOYR4/I 2恩と色調のみ異なる しまりややあり 粘性強い
4 褐灰色土 10YR5/l 褐色士粒子 ($1~5n皿）少試 しまりあり 粘性ややあり
5 灰黄褐色士 IOYR5/2 褐色土粒子($I~5mm)少最 4層より色調がやや明るい しまりあり 粘性

ややあり
ローム粒子 ($1~8mm) ・褐色士粒子($1~5mm)少址 しまり ・粘性ややあ
り (SD667• 689毅士）

褐灰色土 10YR4/l 

第681号溝跡 (W-W')
1 黒褐色士 7. 5YR3/l 

2 黒褐色土 7. 5YR3/l 

第682号溝跡
1 黒色土
第683号溝跡
1 黒色士

IOYR2/l 

7. 5YR2/l 

第685号溝跡 (Y-Y')
1 にぶい黄橙色土 IOYR6/3 

SD685.., 
Y~ om _Y. 

冒
SD686 

b l7 0m b' 

冒言

冒
SD687 ， 

C_!_l_Om _c_ 

冒

$D686 
Z' 

SD688 
d 16 9m 

冒
2m 
1.60 

黄褐色土ブロック(~ 30~50mm)含む褐色土粒子 （が2mn1)多屈 しまりあ
り 粘性なし
黄褐色土プロック(~ 10~20111111) 多瓜
含む

しまりあり粘性ややあり

黄褐色土プロック(<I>5~10mm) ・褐色士粒子(<t,2mru)含む
性なし

下端にロームブロック ($10~20mm) が堆積 しまりあり
ローム粒子 ($1~3nun)少屈 しまりややあり 粘性あり

焼士粒子(,pImm)少祉 しまりあり

須恵器片を

しまりあり 粘

地山シルト(,t,1~2mm)少最炭化物粒子 (</,llllDI)微岳 しまり ・粘性あり
地山シルト(,pl~2mm)少枇鉄斑 1• 3屑より目立つ しまり ・粘性あり
地山シルト ($1~5mm)含む しまり ・粘性あり
焼上粒子は 1~5mm)含む 2陪士プロック状に混入炭化物(,pl~5mm)少
位 しまりなし粘性弱い
4陪土プロック少拭 しまり ・粘性あり
ロームをブロック状に含む
鉄斑多載 しまり ・粘性あり
焼土粒子(,t,Imm)微贔鉄斑少凪 しまり ・粘性あり (SD667• 689裂土）

粘性ややあり

粘性ややあり

焼土粒子(,t,1~2皿l) ・焼土ブロック(</>10mm)少磁 しまりあり
あり

粘性やや

黄灰色粘土粒子(<P5~10mm)含む

第686号溝跡 (Z-Z'・a-a'・b-b')
1 灰黄褐色士 IOYR4/2 ローム粒子 ($1~5mn1)少最 しまり・粘性あり
2 にぶい黄褐色士 !OYR5/3 ローム主体 しまりあり 粘性ややあり
3 褐灰色士 !OYR4/l ローム粒子 ($1~3mn1)少品 しまりあり 粘性弱い
4 灰黄褐色土 !OYR4/2 ロームプロック ($1~10mm)多砧 しまり ・粘性あり

第688号溝跡 (d-d') 
1 黒褐色士 IOYR3/2 

3

4

5

 

褐灰色土

褐灰色土
褐灰色土
青灰色土

10YR4/l 

10YR4/l 

lOYRS/1 

5B5/1 

黄褐色土プロック($lOmrn)少最 褐色土粒子 ($2mm)多飛
粘性なし
灰を層下部に含む 焼土プロック ($10~15llllll)含む褐色士粒子（が2mm)
多最粘性のある灰色士主体 しまりややあり 粘性あり
灰色粘士の層 しまりややあり 粘性あり
地山の士多址 しまりあり 粘性なし
青灰色の粘質のある土炭化物微最 しまりなし粘性あり

しまりあり

第315図 溝跡（3)
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第682号溝跡（第309図）

K-30グリッドで検出された。

本溝跡は東西方向に延びていた。東側には第678号

溝跡、西側には第325号住居跡が位置していた。さら

に本溝跡の南側には第683号溝跡が、北側には第681

号溝跡が並行して検出された。性格は不明である。

規模は、全長2.7m、幅30~50cm、深さは 9cmであ

った。

遺物は、土師器甕・坪破片などが少量出土した。

第683号溝跡 （第319図）

K-30グリッドで検出された。

本溝跡は東西方向に延びていた。東側には第678号

溝跡、西側には第325号住居跡が位置していた。さら

に本溝跡の北側には第681• 682号溝跡が並行して検

出された。性格は不明である。

規模は、全長2.35m、幅30~55cm、深さは10cmであ

った。

遺物は、土師器の甕・坪、須恵器の甕破片などが

少量出土した。

第684号溝跡 （第309図）

0-28グリッドで検出された。

本溝跡は東側調査区の東辺に検出され、南北方向

に延びていた。北側は調査区域外へ続いていた。南

側はピットによって切られる短い溝跡であった。

規模は、全長2.2m、幅25~55cm、深さは9cmであっ

た。断面形態は皿状であった。

遺物は、土師器の甕・坪破片が少量出土した。

第685号溝跡（第309図）

北側は0-28、西側はN-29、南側は0-29グリ

ッドにかけて検出された。

本溝跡は東側調査区の東辺に検出された。弧状に

造られていた。北側は調査区域外へ延び、南側は弧

を描きながら第696号溝跡に繋がっていた。

規模は、全長4m、幅40~75cm、深さはN-28• 

29グリッドで6cmであった。

遺物は、出土しなかった。

第686号溝跡 （第309図）

N • 0 -29グリッドにかけて検出された。

本溝跡は東西および南北方向に交差する10条にも

およぶ複数の溝跡群である。細長く、幅の狭い畝状

の溝跡であった。

規模は、第686-1号溝跡が全長6.5m、幅22~40cm、

深さはN-29グリッドで9cmであった。第686-2号

溝跡は、全長 3m、幅15~50cm、深さはN-29グリ

ッドで4cmであった。第686-3号溝跡は、全長5m、

幅20~45cm、深さは0-29グリッドで7cmであった。

第686-4号溝跡は、全長2.6m、幅15~25cm、深さは

0-29グリッドで6cmであった。第686-5号溝跡は、

全長1.4m、幅20~35cm、深さは0-29グリッドで 3

cmであった。第686-6号溝跡は、全長l.lm、幅20~

30cm、深さはN-29グリッドで 4cmであった。第

686-7号溝跡は、全長1.6m、幅20~25cm、深さは

0-29グリッドで6cmであった。第686-8号溝跡は、

全長3.5m、幅20~40cm、深さは0-29グリ ッドで2

cmであった。第686-9号溝跡は、全長4.2m、幅25~

40cm、深さは0-29グリッドで 6cmであった。第

686-10号溝跡は、全長1.15m、幅15~20cm、深さは

N-29グリッドで5cmであった。断面形態は皿状で

あった。

遺物は、土師器甕破片などが少量出土した。

第687号溝跡 （第309図）

N•0-28·29グリッドにかけて検出された。

本溝跡は東西および南北方向に交差する溝跡群で

ある。第686号溝跡群の北西に位置し、同様の畝状の

溝跡群であった。

規模は、第687-1号溝跡が全長0.8m、幅20~35cm、

深さはN-29グリッドで8cmであった。第687-2号

溝跡は、全長3.5m、幅15~20cm、深さはN-29グリ

ッドで6cmであった。第687-3号溝跡は、全長3.4m、
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幅20~25cm、深さはN-28グリッドで 6cmであった。

第687-4号溝跡は、全長4.5m、幅10~15cm、深さは

N-29グリッドで4cmであった。第687-5号溝跡は、

全長3.8m、幅15~25cm、深さはN-28グリッドで 5

cmであった。第687-6号溝跡は、全長1.15m、幅15

~35cm、深さはN-28グリッドで4cmであった。第

687-7号溝跡は、全長0.8m、幅20~25cm、深さは

N-28グリッドで 5cmであった。第687-8号溝跡は、

全長3.15m、幅15~25cm、深さはN-29グリッドで4

cmであった。第687-9号溝跡は、全長2.75m、幅20

cm、深さはN-29グリッドで 6cmであった。第687-

10号溝跡は、全長2.5m、幅15~20cm、深さはN-29

グリッドで4cmであった。

遺物は、出土しなかった。

第688号溝跡（第309図）

K-28グリッドで検出された。

本溝跡は南北方向に延びる非常に短い溝跡であっ

た。北側は階段状に掘り込まれ、南側は第671号溝跡

によって切られていた。

規模は、全長2.2m、幅35~50cm、深さはK-28グ

リッドで28cmであった。断面形態は箱形であった。

遺物は、第316図20の土師器北武蔵型杯が出土した。

この他土師器甕の破片などが少量出土している。

第689号溝跡（第309• 319図）

北側はL-29、南側はL-31グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は南北方向に細長く延びていた。北側は第

702号溝跡に切られ、南側は第667号溝跡に重複して

いた。30cmほど東側には第667号溝跡が並行して走っ

ていた。

規模は、全長15.3mとl.lm、幅15~60cm、深さは

L -30グリッドで 9cmであった。

遺物は、第316図21に図示した須恵器坪が出土して

いる。この土器の体部外面には「里中」の墨書がみ

られる。この他、外周回転ヘラケズリを施した須恵

器杯、甕の破片などが多量に出土した。

第690号溝跡（第319図）

L -31グリッドで検出された。

本溝跡は南北方向に延び、北側で検出された第671

号溝跡と一体のものと捉えられる。両溝間には4.5m

の開口部が存在し、溝跡が途切れていた。南側は調

査区域外へと延びていた。

規模は、全長4.7m、幅30~110cm、深さは25cmであ

った。

遺物は、土師器の「く」の字状口縁甕、須恵器壺

破片などが少量出土した。

第691号溝跡（第309図）

北側はM-27、南側はN-28グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は東側調査区の北東コーナー付近に位置し、

南北方向に延びる溝跡であった。北側は調査区域外

へと続く 。南側は第11号方形周溝墓で途切れていた。

また北寄りで第692• 693号溝跡に切られていた。

規模は、全長15m、幅60~105cm、深さはM-27グ

リッドで28cmであった。断面形態は逆台形である。

遺物は、第316図22に図示した石製模造品の未製品

が出土した。この他土師器の壺底部・甕・坪破片少

量が出土した。

第692号溝跡（第309図）

M-27グリッドで検出された。

本溝跡は南北方向に延びていた。北側は調査区域

外へと続き、南側は第11号方形周溝墓の手前で立ち

上がっていた。重複する遺構は、東側に第691• 693 

号溝跡が位置していた。

規模は、全長 4m、幅120~130cm、深さは51cmで

あった。断面形態は箱形であった。

遺物は、出土しなかった。

-333-



e 16.9m 
SD692 SD691 

e 
SD693 

f 1 6. 8 m f' ． ．  

｀
 

疇冒
SD695 SD696 

h 16 9m 
SD696 SD703 

h' 」16.9m 
SD697 

K 16. 9m 
SD697 

冒 □言 34二：言言言［
k' m 1 9 ~ 9 m 

SD702 
＇ m
 

I 16.9m 
SD698 

I' 

鬱
S0707 SD708 SD709 

n 16 9m n 0 16 9m 

゜
P !6 9m p 

I I 

言冒 言言 言
SD710 

Q...!.!.Om q r 16.9m 
SD711 SD712 

r 
S0711 

S 169m S 

SD715 ., 
t 16.9m t 

SD720 
U 16.9m U 

言9
SD721 

V 16.9m V 

言言

冒
SD722 

W i6.9m W 

言言

SD723 
X」、9m _x, 

冒言

冒 冒言 一SD726 
Y 16.9m Y 

冒

S0728 
Z~ 9m _z, 

言冒 。 2m 
＇ I：印

第691号溝跡 (e-e') 
1 黒褐色土 7. 5YR2/2 地山プロック ($1~30mm)少紐 炭化物 ・マンガン

含む
2 黒褐色土 7. 5YR3/l 地山プロック多祉

第692号溝跡
1 黒褐色土 5YR2/l 地山ブロック(~ I~20mm) ・マンガン ・炭化物含む
2 黒褐色土 !OYR3/l 地山プロック(fI~20mm)多址 マンガン含む
3 黒褐色土 IOYR3/l 地山プロック多紙

第695号溝跡(g-g') 
1 褐灰色土 IOYR4/l ローム粒子(fI~3mm) ・ロームプロック少品

しまりあり 粘性ややあり
2 黒褐色士 IOYR3/2 ローム粒子 ($1~5mm)少最 しまり ・粘性あり

第696号溝跡 (h-h'・i - i') 
1 褐灰色土 IOYR4/l ローム粒子 (~I~3mm) 少絋 しまり ・粘性あり
2 黒褐色土 ］OYR3/2 ローム粒子(fl~5mm)少拭 しまり ・粘性あり
3 黒褐色士 IOYR3/2 ローム粒子(fl~5mm)少絨 焼土粒子(fl~2mm)

・炭化物粒子微量 しまり ・粘性あり

第697号滞跡(j-j'・ k-k') 
1 黒褐色土 l0YR2/3 暗茶褐色土主体褐色土粒子(f4mm)多訊 しまり

・粘性ややあり
2 灰黄褐色土 l0YR4/2 黄褐色土プロック(fl5~20mm)含む 暗灰色士少

最 しまりあり 粘性ややあり
3 褐灰色土 IOYR4/l 灰色の粘性のある土主体 黄褐色土プロック($lO 

mm)・褐色土粒子(f2mm)含む しまりややあり
粘性あり

4 褐灰色土 lOYR5/I 地山土 ・褐色士粒子（か4mm)多最 しまりあり 粘
性なし

第698号溝跡 (I- l') 
1 黒褐色土 l0YR3/l 地山ブロック含む マンガン多最
2 黒褐色土 10YR2/2 地山ブロック少董 マンガン多最
3 黒褐色土 2. 5Y3/l 地山ブロック少量 マンガン ・炭化物含む
4 黒色士 IOYR2/l 焼士プロック微最 マンガン ・炭化物含む
5 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 地山プロック ・マンガン多拭
6 黒褐色土 10YR3/l 地山プロック多拡
7 黒褐色土 lOYR2/2 地山プロック(~ I~5mm)含む 焼士プロック微茄

第702号溝跡 (m-m')
1 暗灰黄色士 2. 5Y4/2 マンガン多最 炭化物少試
2 黒褐色土 2. 5Y3/] 地山プロック(,t,l~20mm) ・マンガン ・炭化物含む

第703号溝跡 (h-h')
1 褐灰色士 IOYR4/l ロームプロック(,t,l~IOnl!Il)多址 しまりあり

粘性ややあり

第707号溝跡 (n-n') 
1 灰黄褐色土 ］OYR4/2 粘性のある暗灰色士主体 褐色士粒子(</>2mru)多最

黄褐色土プロック(</>5mm)微拡 しまり ・粘性やや
あり

第708号溝跡 (o-o') 
1 黒褐色土 JOYR3/2 しまりのある暗灰色士微拭 黄褐色士プロック(</>

l~2mm) ・暗茶褐色土含む しまりあり 粘性なし

第709号溝跡（p＿p')
1 褐灰色土 ］OYR4/I しまりのある暗灰色士主体 黄褐色土プロック(¢

5mm)少拡 しまりあり 粘性なし

第710号溝跡(q-q') 
1 黒褐色土 ］OYR3/2 ローム粒子 (,t,J~2mm)少批 しまり ・粘性あり
2 にぶい黄橙色土 IOYR6/4 ロームブロック堆積居 1府土充填 しまり ・粘性

あり

第711号溝跡 (r-r'・s-s')
1 褐灰色土 ］OYR5/I マンガン多絋
2 黒掲色土 IOYR3/] 地山プロック少拭 炭化物 ・マンガン含む
3 黒色士 JOYR2/l 地山プロック(,t,l~5mm)少埜
4 黒褐色土 IOYR3/J 地山プロック(,t,J~20mm)多紐

第712号溝跡 (r-r') 
1 黒褐色士 IOYR3/J 地山プロック(,t,l~20mm)多拭
2 黒褐色土 IOYR3/l 

第726号溝跡(y-y')
1 褐灰色士 l0YR4/l しまりのある暗灰色土主体 黄掲色士プロック(</>

10mm)含む しまりあり 粘性なし

第317図溝跡（4)
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第693号溝跡（第309図）

M • N-27グリッドにかけて検出された。

本溝跡は東側調査区北の東寄りに位置し、東西方

向に延びていた。東側は調査区域外へと続き、南側

は第692号溝跡を切り込んでとまっていた。幅の狭い

細長い溝跡であった。

規模は、全長 5m、幅30~45cm、深さはN-27グ

リッドで27cmであった。

遺物は、出土しなかった。

第694号溝跡（第319図）

K -31グリッドで検出された。

本溝跡は東側調査区の南西コーナー付近で検出さ

れた。東西方向に延びる細長い溝跡であった。西側

は一部途切れながら調査区域外へ続く 。東側は第678

号溝跡で途切れる。本溝跡の北側 3mほどの位置に

第681~683号溝跡が並行していた。重複する遺構は

溝跡中央部で第673• 674号溝跡に切られていた。

規模は、全長5.4m、幅30~45cm、深さは 9cmであ

った。

遺物は、土師器甕．杯破片が少量出土した。

第695号溝跡（第309図）

東側は0-29、南側はN-29グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は北東から南西方向に弧を描くように延び

ていた。東側は調査区域外へ延び、南側は第696号溝

跡に繋がっていた。北西コーナ一部分では第685号溝

跡と分岐していた。

規模は、全長9.5m、幅40~50cm、深さは0-29グ

リッドで8cmであった。

遺物は、第316図23• 24が出土した。いずれも焼成

の甘い須恵器高台付塊である。

第696号溝跡（第309• 319図）

北側はL-28、南側は0-30グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は調査区中央付近から南東コーナーに向か

ってほぼ直線的に延びていた。北側では第667号溝跡

と重複し、南端部分では第714号溝跡と重複していた。

また本溝跡の中央付近では、枝状に溝跡が分岐し、

幅を広げていた。本溝跡の南側には第703号溝跡が並

行して走っていた。また北側では第695号溝跡が本溝

跡と繋がっていた。重複する遺構は、第676号溝跡が

切り込んでおり、第396号井戸跡も切り込んでいた。

規模は、全長27m、幅25~100cm、深さはN-29グ

リッドで17cmであった。

出土遺物は、第316図25• 26に図示した。25は須恵

器小型甕、 26は外面平行叩き、内面青海波文を残す

須恵器大甕の胴部破片である。

第697号溝跡（第309図）

K. L -28グリッドにかけて検出された。

本溝跡は東西方向に延びていた。西側は幅35cm前

後で細長いが、東側は220cmと幅が広がっていた。不

整形の溝跡である。重複する遺構には、西側では第

668 • 670号溝跡が縦断していた。東側では第666号溝

跡が位置していた。また本溝跡中央付近には第326号

住居跡が位置し、本遺構が切り込んでいた。

規模は、全長16.5m、幅35~220cm、深さはK-28 

グリッドで17cm、L-28グリッドで28cmであった。

断面形態は皿状であった。

出土遺物は、第318図1~4に図示した。1~3は

土師器の丸底杯で、 4は台付甕の脚部破片である。

第698号溝跡 （第309図）

M・ N-28・29グリッドにかけて検出された。

本溝跡は南北方向に長い不整楕円形で、掘り込み

は皿状で浅かった。また南側では第696号溝跡に切ら

れていた。

規模は、全長8.55m、幅540cm、深さはN-29グリ

ッドで55cmであった。断面形態は皿状であった。

遺物は、出土しなかった。
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第318図 溝跡出土遺物（6)
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第699号溝跡（第319図）

K-31グリッドで検出された。

本溝跡は東側調査区の南西コーナー付近で検出し

た。細長く短い溝跡で、緩やかな弧を描いていた。

重複する遺構はなかった。

規模は、全長2.5m、幅10~20cm、深さは 6cmであ

った。

遺物は、土師器甕破片が1点出土した。

第700号溝跡 欠番（第11号方形周溝墓に変更）

第701号溝跡 欠番（第11号方形周溝墓に変更）

第702号溝跡（第309図）

北側はL-29、南側はM-30グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は北西から南東方向に調査区を斜めに走る

溝跡であった。北側部分が一段深くなっていた。幅

の広い掘り込みのやや浅い溝跡であった。本溝跡の

北側では、道路状遺構とした第680号溝跡と重複して

いた。南側は第12号方形周溝墓と接していた。

規模は、全長9.95m、幅80~104cm、深さは L・

M-30グリッドで27cmであった。断面形態は皿状で

あった。

遺物は、第318図5に図示した、放射状暗文を施し

た丸底杯が出土した。この他、土師器甕底部破片な

どが出土している。

第703号溝跡（第309• 319図）

北側はM-29、南側は0-30グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は調査区中央付近に位置し、北西から南東

方向に斜めに延びていた。北側では第396号井戸跡と

重複し、南側は第714号溝跡と接していた。また本溝

跡の北側には第696号溝跡がほぼ並行して検出されて

いる。

規模は、全長20m、幅20~70cm、深さはN-29グ

リッドで6cmであった。

出土遺物は、土師器甕破片が少量出土した。

第704号溝跡 （第319図）

N-30グリッドにかけて検出された。

本溝跡は幅の狭い短い溝跡であった。北東から南

西方向に延びていた。南側では第706号溝跡と接して

いた。

規模は、全長3.7m、幅10~35cm、深さはN-30グ

リッドで5cmであった。

遺物は、出土しなかった。

第705号溝跡（第319図）

N-30グリッドで検出された。

本溝跡は幅の狭い短い溝跡であった。北東から南

西方向に延びていた。北側には第704号溝跡が並行し、

南側には第716• 717号溝跡が並行していた。いずれ

も類似しだ性格の溝跡と考えられる。

規模は、全長 6m、幅20~30cm、深さは 4cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第706号溝跡 （第319図）

東側は0-30、西側はM-30グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は東側調査区の南東付近で検出した。西側

は、第12号方形周溝墓を挟んで第702号溝跡に繋がる

ものと考えられる。また、東側は第714号溝跡に接し

ていた。幅の広い溝跡であった。

規模は、全長13.8m、幅90~110cm、深さはN-30

グリッドで35cmであった。

遺物は、第318図6• 7に図示した須恵器大甕が出

土した。6は外面全体に平行叩きを施し、内面には

青海波文が全面に残る。形態は球形を呈し、胴部上

半に最大径を持つ。底部は丸底で、丁寧に叩きださ

れている。また頸部は細く、やや短頸の口縁部であ

る。7はさらに大型の甕で、底部のみ出土した。底

部の形態はやや歪みがみられる。
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第319図 溝跡 (5)
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第707号溝跡（第309図）

K-29グリッドで検出された。

本溝跡は東西方向に延びる細長い溝跡であった。

溝跡の東側部分では二股状に分岐していた。

規模は、全長4.5mと2.7m、幅10~40cm、深さは 7

cmであった。

遺物は、土師器甕破片などが少量出土した。

第708号溝跡（第309図）

K-29グリッドで検出された。

本溝跡は東西方向に延びていた。西側は第671号溝

跡に接していた。

規模は、全長3.5m、幅45~60cm、深さは 3cmであ

った。

遺物は、土師器甕破片少最、扁平な石l点が出土し

た。

第709号溝跡 （第309図）

K-29グリッドで検出された。

本溝跡は北西から南東方向に延びる短い溝跡であ

った。 北側では第708号溝跡に接していた。南側は緩

やかに立ち上がり途切れていた。本溝跡の西側3.5m

ほどの地点に第660号溝跡が並行して検出された。

規模は、全長3.5m、幅20~30cm、深さは 4cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第710号溝跡 （第309図）

N-29グリッドで検出された。

本溝跡は南北方向に短く延び、西側に枝状の溝跡

を伴っていた。

規模は、全長南北 2m、北西 2m、幅15~50cm、

深さは15cmであった。

遺物は、土師器甕破片が3点出土した。

第711号溝跡 （第309図）

M-28グリッドで検出された。

本溝跡は南北方向から東西方向に曲がったL字状

の溝跡であった。やや幅の広い掘り込みが浅い溝跡

で、西側先端部はやや深くなっていた。

規模は、全長6.5m、幅30~90cm、深さは22cmであ

った。断面形態は箱形であった。

遺物は、土師器甕破片などが少量出土した。

第712号溝跡 （第309図）

M-28グリッドで検出された。

本溝跡は北西から南東方向に直線的に延びる細い

溝跡であった。西側には第711号溝跡が位置し、東側

には第11号方形周溝墓が位置していた。さらにその

東側には第52号掘立柱建物跡が検出された。

規模は、全長4.9m、幅25~40cm、深さは13cmであ

った。

遺物は、土師器甕破片などが少量出土した。

第713号溝跡 欠番

第714号溝跡 欠番 （第19号方形周溝墓に変更）

第715号溝跡（第309図）

K-28グリッドで検出された。

本溝跡は東西方向に走る非常に短い溝跡であった。

西側は第671号溝跡に接していた。

規模は、全長0.95m、幅15cm、深さは 6cmであった。

遺物は、出土しなかった。

第716号溝跡 （第319図）

N-30グリッドで検出された。
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本溝跡は北東から南西方向に延びる細長い溝跡で

あった。北側は第706号溝跡に切られていた。周囲に

は類似した第704• 705 • 717号溝跡が同じ方向に検出

されている。

規模は、全長3.5m、幅20~50cm、深さは 5cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。
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第667号溝跡 (A-A')
1 にぶい黄褐色土 10YR5/3 

2 褐灰色土 10YR4/l 

3 黄灰色土 2. 5Y4/l 

第673号溝跡 (A-A' ・B-B')
1 黒褐色土 10YR3/l 

2 黒褐色土 10YR3/l 

第674号溝跡 (B-B')
1 黒褐色土 10YR3/l 
2 黒褐色土 10YR3/2 

第674号溝跡 (C-C')
1 黒掲色土 10YR3/l 

2 黒褐色土 10YR3/l 

3 褐灰色士 10YR5/l 

第674号溝跡 (D-D')
1 暗褐色土 10YR3/3 
2 黒掲色土 10YR2/3 

第675号溝跡 (C-C')

ローム粒子(<t,l~3mm)少呈 しまりあり
粘性ややあり
ローム粒子(<t,l~3mm)少星 しまりあり
粘性ややあり
粘質士陪 しまりややあり 粘性強い

ローム粒子(~ 1~3mm) ・ロームブロック少餓
しまり ・粘性あり
ロームプロック多址

ローム粒子 ($1~2nllll)少呈 しまり・粘性あり
ローム粒子 ($2~5nun)多裁 しまり ・粘性あり

暗褐色土粒子($2mm)含む しまりあり
粘性ややあり
暗褐色士粒子($2mm)多杖 黄褐色土ブロック
($7mm)少拭 しまりややあり 粘性あり
粘性のある灰色上主体 黄褐色土ブロック (¢ 10
mm)含む しまりややあり 粘性あり

ローム粒子（い～2皿）微拡 しまり ・粘性弱い
ローム粒子 ($1~2mm) 多盤 しまりあり
粘性弱い

1 黒色土 IOYRL 7/1 ローム粒子 (</>I~5mm) ・ロームプロック多凪
しまり ・粘性あり 別の迎構の裂土か

2 黒色士 !OYRZ/1 焼土粒子(q,l~3mm) ・炭化物粒子(q,l~5mm)
微屈 しまり ・粘性あり

3 黒褐色土 IOYRZ/3 ローム粒子(q,l~2Dllil)斑に含む しまり ・粘性
あり

4 黒褐色士 IOYRZ/2 ローム粒子 (¢ l~5mm)含む 炭化物粒子(q,l
~5mm)微埜土器片混入 しまり ・粘性あり

5 にぶい黄褐色土 IOYR5/4 ロームプロックを主体とする屈 4庖士混入
6 黒褐色土 IOYRZ/2 4陪中にロームプロックが集中する部分
7 黒褐色土 IOYRZ/2 ローム粒子 (¢IDIDI）微試 土器片含む

しまり ・粘性あり
8 黒褐色士 IOYRZ/3 ローム粒子 (</>I~5mm) 多呈 しまり ・粘性あり

第678号溝跡 (E-E')
1 黒褐色土 10YR3/2 暗褐色士粒子 (¢2mm）含む しまりあり

粘性なし
2 黒褐色土 IOYR3/2 黄褐色士粒子(</>5mm) ・暗褐色土粒子(</>2mm) 

少籠 しまりあり 粘性ややあり
3 灰黄褐色士 IOYR5/2 地山の土多盤粘性のある暗灰色土少旦

しまりややあり 粘性あり

2m  ， 
I印

第678号溝跡 (F-F')
1 黒褐色土 7. 5YR3/l ローム粒子(<t,l~3Dllil）少藷 しまり ・粘性ややあり
2 暗灰色土 N3/0 掲色土粒子(<t,l~5mm)少且 しまりあり

粘性ややあり
第680号溝跡
1 黒色士 2. 5Y2/l 混じりけのない暗色土部分的に黒い しまりややあり

粘性やや強い
2 褐灰色土 lOYR5/l やや暗い地山のような士掲色土粒子(ct,l~5mm)少品

しまりあり 粘性ややあり
3 灰黄褐色土 ］OYR5/2 やや暗い地山のような土褐色士粒子(ct,!~5mm)少呈

2層より色調がやや明るいしまりあり 粘性ややあり

第689号溝跡
1 掲灰色土 1 OYR4/ l SD680の底に 2~3条ある溝状のおち込みの摂土

第694号溝跡 (H-H')

ローム粒子 (ct,l~8mm)・褐色土粒子(ct,l~5IIIIIl）少堡
しまり ・粘性ややあり

1 灰黄褐色土 10Y114/2 ローム粒子(ct,l~2mm)微拡 しまり ・粘性あり

第699号溝跡(!-!')
1 黒褐色土 10YR3/l ローム粒子 (¢1~2mm)微最 しまり ・粘性あり

第704号溝跡(J-J') 
1 褐灰色士 IOYR4/l ローム粒子 (ct,1~2mm)少拭 しまり ・粘性あり

第705号溝跡 (K-K')
1 褐灰色土 lOYR4/1 ロームプロック(ct,l~10mm)少屈 しまり ・粘性あり

第706号溝跡 (L-L')
1 黒掲色士 IOYR3/2 ローム粒子 (<t,Imm)・焼土粒子(ct,Imm) ・炭化物粒子

(ct, 3mm)微呈 しまり ・粘性あり
2 褐灰色士 lOYR4/l ローム粒子(ct,l~5mm)少盤 しまり ・粘性あり
3 黒掲色士 IOYR3/l ローム粒子 （い～5mm) 多盤 しまりあり 粘性強い

第706号溝跡 (M-M')
1 灰黄褐色土 ］OYR5/2 地山プロック (¢l~5mm)・マンガン含む 炭化物微品
2 黒褐色土 ］OYR3/] 地山ブロック (¢l~10mm) ・マンガン含む
3 褐灰色土 ］OYR4/] 地山プロック(ct,l~10mm)多拭 炭化物含む
4 黒色士 lOYR2/l 地山ブロック(ct,1~20mm)・マンガン多品 炭化物含む

第718号溝跡 (P-P')
1 褐灰色土 10YR6/l 黄褐色粘士プロック(</>2~3mm)斑に含む 炭化物粒子

(ct, 1mm)少址

第719号溝跡(Q-Q')
1 褐灰色士 IOYR6/l 黄褐色粘土プロック(ct,2~3mm)斑に含む 炭化物粒子

(¢ IDllil)少最

第320図 溝跡（6)
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第717号溝跡（第319図）

N-30グリッドで検出された。

本溝跡は北東から南西方向に延びる細長い溝跡で

あった。北側は第706号溝跡に切られていた。周囲に

は類似した第704• 705 • 716号溝跡が同じ方向に検出

されている。

規模は、全長3.2m、幅15~35cm、深さは 5cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第718号溝跡（第319図）

0-30グリッドで検出された。

本溝跡は東西方向に延びる溝跡で、東側調査区の

南東隅に検出した。東側は調査区域外へ続く 。本溝

跡の南側には類似した第719号溝跡が位置していた。

規模は、全長5.lm、幅20~55cm、深さは 8cmであ

った。

遺物は、須恵器坪破片 1点が出土した。

第719号溝跡（第319図）

〇-30グリッドで検出された。

本溝跡は東西方向に延びる溝跡で、東側調査区の

南東隅に検出した。東側は調査区域外へ続いていた。

本溝跡の北側には類似した第718号溝跡が位置してい

た。

規模は、全長3.2m、幅20~55cm、深さは 8cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第720号溝跡 （第309図）

M-29グリッドで検出された。

本溝跡は緩やかな弧を描いて南北方向に延びてい

た。本溝跡の南側は第721号溝跡と接し、第722• 723 

号溝跡が検出されている。

規模は、全長2.5m、幅20~25cm、深さはM-29グ

リッドで4cmであった。

遺物は、土師器甕破片などが少量出土した。

第721号溝跡（第309図）

M-29 • 30グリッドにかけて検出された。

本溝跡は南北方向にほぼ直線的に延びていた。北

側は第720号溝跡と接し、南側には同じ方向に延びる

第722• 723号溝跡が検出されている。

規模は、全長3.65m、幅25~30cm、深さはM-29グ

リッドで4CD!であった。

遺物は、出土しなかった。

第722号溝跡（第309図）

M-29 • 30グリッドにかけて検出された。

本溝跡は北東から南西方向に直線的に延びる短い

溝跡であった。

規模は、全長1.5m、幅15~20cm、深さはM-29グ

リッドで4cmであった。

遺物は、出土しなかった。

第723号溝跡 （第309図）

M-29 • 30グリッドにかけて検出された。

本溝跡は北東から南東方向に直線的に延びる短い

溝跡であった。

規模は、全長2.25m、幅15~35cm、深さはM-30グ

リッドで4cmであった。

遺物は、出土しなかった。

第724号溝跡 欠番（第12号方形周溝墓に変更）

第725号溝跡 （第309図）

K-27・28グリッドにかけて検出された。

本溝跡は東西方向に緩やかに屈曲しながら延びて

いた。幅の広いやや深さのある溝跡で、中央部分が

一段深く掘り込まれていた。重複する遺構は、東側

で第326号住居跡を切り込み、第668• 670号溝跡に切

られていた。

規模は、全長8.7m、幅70~120cm、深さはK-28グ

リッドで28cmであった。

遺物は、須恵器坪、土師器甕破片が少量出土した。
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第726号溝跡（第309図）

J -28グリッドで検出された。

本溝跡は東側調査区の北西コーナ一部で検出した。

掘り込みの浅い短い溝跡であった。南西側では第671

号溝跡が接していた。また周囲には同じような形態

の第659• 661 • 662 • 688号溝跡が検出されている。

いずれも同じ方向に延びていた。

規模は、全長1.95m、幅35~60cm、深さは10cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第727号溝跡（第319図）

北側はM-30、南側はL-31グリッドにかけて検

出された。

本溝跡は北東から南西方向に直線的に延びる溝跡

であった。南西側は第667号溝跡と重複していた。本

溝跡の南東側にはほぼ並行して第12号方形周溝墓が

位置していた。

規模は、全長 7m、幅50~70cm、深さはL-30グ

リッドで15cmであった。

遺物は、出土しなかった。

第728号溝跡（第309図）

L -30グリッドで検出された。

本溝跡は南北方向に延びる非常に短い溝跡であっ

た。

規模は、全長2.lm、幅15~25cm、深さは10cmであ

った。

遺物は、土師器甕破片などが少量出土した。

第729号溝跡（第319• 326図）

M-31 • 32、N-31~34グリッドにかけて検出さ

れた。本溝跡は、南北方向に細長く直線的に延びる

溝跡であった。

厘複する遺構は、北寄りで第731号溝跡が直行して

いた。

であった。

遺物は、土師器甕の破片が少量出土した。

第730号溝跡 欠番（第14号方形周溝墓に変更）

第731号溝跡（第319図）

N • 0 -32グリッドにかけて検出された。東西方

向にほぼ直線的に延びる溝跡であった。

調査区北寄りでは第12号方形周溝墓と重複し、西

側で検出した第747号溝跡と連続する可能性がある。

規模は、全長17.75m、幅45~88cm、深さは10~18

cmであった。

遺物は、第322図1~ 4に図示した。1• 2は須恵

器長脚二段三方透かしの高杯、 3は須恵器壺の口縁

部破片である。4は石製紡錘車である。

第732号溝跡（第319図）

K -31 • 32グリッドにかけて検出された。調査区

北西コーナ一部分に南北方向へ延びる溝跡であった。

北側は第673号溝跡と重複し、調査区外に延びてい

た。南側は第674号溝跡と重複していた。

規模は、全長 9m、幅30~63cm、深さは 6~10cm 

であった。

遺物は、第322図5に図示した土師器杯が出土した。

第733号溝跡（第319図）

K -32 • 33、L-33グリッドにかけて検出された。

調査区の北西コーナ一部分で北西から南東に延びる

溝跡であった。

本溝跡は東側で検出された第673号溝跡と並行して

延びていた。北側は第732号溝跡と重複し、南側は第

754 • 755号溝跡と重複していた。

規模は、全長6.5m、幅50~100cm、深さは8~llcm 

であった。

遺物は、第322図6に図示した須恵器杯の底部破片

が出土した。

規模は、全長29.5m、幅10~25cm、深さは 4~10cm 
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胃冒冒言言言
塑、9m SD753 W' 

言冒
T 17. Im SD674 SD754 SD755 T' U",rn SD678 SD753 SD754 u' 

V_1_c.2m SD753 ／三` 冒SD745 V'X " omS0734 SD735 SD736 SD737 SD738 SD739 SD740 X' ',, 

SD741 
Y 16.9m Y' 

言冒
第673号溝跡 (S-S')

1 黒掲色土 10YR3/l 

2 黒褐色士 IOYR3/l 

Z 16, 9忍~742 Z, 
・- -・ 

SD743 , 
a 16.9m a 

S0729 ,, 
b 16 9m b 

言冒言言言
ローム粒子(~ I~3mm) ・ロームブロック少址

しまり・粘性あり

ロームプロック多品

第674号溝跡 (T-T'・S-S')

1 暗褐色土 ］OYR3/3 ローム粒子 (f1~2mm)微最 しまり ・粘性弱い

2 黒掲色土 10YR2/3 ローム粒子(fl~2mm)多批 しまりあり 粘性弱い

第678号滞跡 (U-U')

1 黒掲色土 2. 5Y3/1 黄褐色土粒子(fI~2lllill）多最 焼土粒子(¢ I~2mm)微埜

第727号溝跡 (R-R')

1 黒褐色士 7. 5YR3/I ローム粒子(¢ I~5mm)少盤 しまりあり 粘性ややあり

2 浅黄橙色上 IOYRS/4 ローム土主体 しまりあり 粘性ややあり

第732号溝跡 (S-S')

1 黒褐色士 !OYR3/l 

第733号溝跡

1 褐灰色土 10YR4/l 

第734号溝跡 (X-X')

1 褐灰色土 10YR4/l 

第735号溝跡

1 黒褐色士 10YR3/l 

第736・737号溝跡

1 褐灰色土 10YR4/l 

第738号溝跡

1 黒褐色土 10YR3/l 

第739・740号溝跡

1 掲灰色士 10YR4/l 

第741号溝跡 (Y-Y')

1 褐灰色土 10YR4/l 

第742号溝跡 (Z-Z')

1 暗茶褐色土 IOYR4/2 

第743号溝跡 (a-a') 

1 黒掲色土

黄褐色土粒子(¢ l~2mm)・黄褐色土プロック(</,3~5mm) 

少嚢

黄褐色士粒子（い～2皿）少星

黄褐色土ブロック（が3~5mm) 多拭

黄褐色士ブロック（が3~5mm)少凪

黄褐色土ブロック (~3~5mm) 多晶

黄褐色土ブロック(</>3~51IlJ1l)少星

黄褐色土ブロック (~3~5lll1Il ) 多批

しまりある褐灰色土主体 黄褐色土ブロックは20mm)

斑に含む しまりあり 粘性なし

暗茶掲色のしまりある土 特に混入物はみられない

しまり・粘性あり

IOYR3/l 黒褐色のしまりある士主体 褐灰色の粒子

(¢3llllfl）少駄 しまりあり 粘性なし

C 16.9mSD746 SD747 

冒
第745号溝跡 (V-V')

1 灰色シルト

2 灰色シルト
3 灰色シルト

7. 5Y6/l 

7. 5Y6/l 

7. 5Y6/l 

2m  
』

I印

鉄分($1~3mm)少肱

鉄分 ($1~3mm) ・灰色粘土多品

貝 ・木片 ・葉などの有機物多最 鉄分 ($1~

3mm)少品

4 オリーブ黒色粘土 5Y3/! 緑灰色粘土ブロック($1~5mm)多品炭化物

粒子 ($1~3mm) ・鉄分 ($1~3mm)少品

第746号溝跡 (C-C') 

1 黒褐色土 2 5Y3/l 黄褐色土粒子(~ I~2mm)少揖 炭化物粒子

（い～2mm)微星

第747号溝跡

1 黒色土 IOYR2/l 焼士粒子(</,I~2lllDl）・炭化物粒子(¢ I~3mm) 

・ 黄褐色土粒子(~ I~2mm)少拭

2 褐灰色士 IOYR4/] 鉄分多屈黄褐色土ブロック (¢3~5mm)少拭

3 黄灰色士 2 5Y4/l 黄掲色土多最（地山崩落土）

第753号溝跡 (U-U') (W-W') 

1 黒色土 IOYR2/l 炭化物粒子(q,l~3mm)少枇

2 黒褐色士 2 5Y3/l 鉄分多菌 黄褐色土粒子(~ 1~2mm) ・焼士

粒子 (~ I~3mm) ・ 炭化物粒子 (~ I~3mm)少拭

3 オリープ黒色シルト 5Y3/l 鉄分多最緑灰色粘士ブロック (</>3~10mm)

炭化物粒子(~ l~3mm)少最

4 緑灰色シルト 7 5GY4/I 緑灰色の地山土主体 （地山崩落士）

5 黒褐色士 IOYR3/! 鉄分 ・黄褐色土プロック (¢3~10mm)多紐

炭化物粒子 （が2~3mm)少菌

第753号溝跡 (V-V')

1 灰色土 N4/0 鉄分多址炭化物粒子(~ 2~3mm)少兄

2 黒色土 JOYR2/1 炭大菌焼土ブロック($2~3mm)多戯

黄褐色土粒子 (f1~2mm)少祉

3 オリ ープ黒色シルト 5Y3/l 鉄分多呈緑灰色粘土プロック (~3~10mm) • 

4 黒色士
5 黒掲色士

6 黒褐色土

第754号溝跡 (U-U')

1 黄灰色士

2 黒褐色土

第755号溝跡 (T-T')

1 黒褐色土

2 暗褐色士

炭化物粒子(~ 1~3mm)少盤

5Y2/l 黄褐色土プロック (~3~5mm ) 多拭

10YR3/2 黄褐色土粒子 (</,1~2mm)・炭化物粒子 (</,1

~2mm)少凪

2 5Y3/2 黄掲色土粒子(~ 1~2mm)・黄掲色士プロック

2. 5Y4/l 

2. 5Y3/l 

!OYR3/2 

10YR3/3 

(~3~5mm ) 多址

黄褐色士粒子 (fI~2mm)少呈

黄褐色士プロック(f3~5mm)多屈

黄褐色土粒子(,Pl~2mm)少益焼土粒子

(q, 2~3mm) ・炭化物粒子 (q,2~3mm)微拭

黄褐色士粒子 (¢l~2mn1)・黄褐色土プロック

(q, 3~5mm)多批

第321図 溝跡（7)
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第734号溝跡（第319図）

L -32グリッドで検出された。

調査区北側に位置し、東西方向に延びる細く短い

溝跡であった。

本溝跡と同様の溝跡が南側に数条検出されている。

また周辺にはピットや、楕円形をした形態の小さな

土坑が連続して検出された第 3号道路状遺構が位置

していた。

規模は、全長2.88m、幅15~30cm、深さは 5cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第735号溝跡 （第319図）

L -32グリッドで検出された。

本溝跡の北側には第734号溝跡が並行し、南側には

第736~740号溝跡が並行して延びていた。いずれも

東西方向に走る細く短い溝跡であった。

規模は、全長4m、幅25~30cm、深さは 6~11cm 

であった。

遺物は、出土しなかった。

第736号溝跡（第319図）

L -32グリッドで検出された。

本溝跡の北側には第734• 735号溝跡が並行し、南

側には第737~740号溝跡が並行して延びていた。い

ずれも東西方向に走る細く短い溝跡であった。

規模は、全長3.05m、幅20~30cm、深さは 6~llcm 

であった。

遺物は、出土しなかった。

第737号溝跡（第319図）

L -32グリッドで検出された。

本溝跡の北側には第734~736号溝跡が並行し、南

側には第738~740号溝跡が並行して延びていた。い

ずれも東西方向に走る細く短い溝跡であった。

規模は、全長4.38m、幅18~28cm、深さは4cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第738号溝跡（第319図）

L -32グリッドで検出された。

本溝跡の北側には第734~737号溝跡が並行し、南

側には第739• 740号溝跡が並行して延びていた。い

ずれも東西方向に走る細く短い溝跡であった。

規模は、全長6.38m、幅20~35cm、深さは 5~15cm 

であった。

遺物は、出土しなかった。

第739号溝跡（第319図）

L -32グリッドで検出された。

本溝跡の北側には第734~738号溝跡が並行し、南

側には第740号溝跡が並行して延びていた。いずれも

東西方向に走る細く短い溝跡であった。

規模は、全長2.65m、幅10~15cm、深さは4cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第740号溝跡（第319図）

L -32グリッドで検出された。

本溝跡の北側には、第734~739号溝跡が並行し、

南側には規模の大きな第746• 747号溝跡が並行して

延びていた。いずれも東西方向に走る溝跡である。

規模は、全長3.75m、幅10~20cm、深さは 5cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第741号溝跡 （第319図）

N-32グリッドで検出された。

東西方向に延びる溝跡であった。

南側には、規模の類似した第742• 743号溝跡が位

置していた。
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規模は、全長4.5m、幅15~30cm、深さは 4~13cm 

であった。

遣物は、出土しなかった。
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第322図溝跡出土遺物 (7)

第742号溝跡 （第319図）

N • 0 -32グリッドにかけて検出された。

東西方向に延びる細く短い溝跡であった。

北側には第741号溝跡、南側には第743号溝跡の類

似した 2条の溝跡が位置していた。また、本溝跡の

東端には第401号井戸跡、西端には第12号方形周溝墓

が重複していた。

規模は、全長1.5m、幅8cm、深さは 2~5 cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。
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第743号溝跡（第319図）

N-32グリッドで検出された。

東西方向に延びる細く短い溝跡であった。

北側には第741• 742号溝跡が位置していた。南側

には第330号住居跡を検出した。

規模は、全長0.6m、幅8cm、深さは4~7 cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第744号溝跡 欠番

第745号溝跡（第319• 326図）

L -33~37グリッドにかけて検出された。

調査区の西寄りを南北方向に直線的に延びる溝跡

であった。南側は谷部に面したところで、西側に

「L」字状に折れていた。

重複する遺構は、北側で第753号溝跡、中央付近で

第760• 761号溝跡と交差していた。

規模は、全長19.6m、幅42~100cm、深さは 9~103 

cmであった。

遺物はほとんど出土しなかった。

第746号溝跡（第319図）

L • M-32グリッドにかけて検出された。

北東から南西方向に延びる溝跡であった。

南側には、第747号溝跡が並行して走っていた。重

複する遺構は、西側には第763号溝跡、東側には第12

号方形周溝墓が位置していた。

規模は、全長3.lm、幅16~30cm、深さは14~22cm

であった。

遺物は、出土しなかった。

第747号溝跡（第319図）

L -32 • 33、M-32グリッドにかけて検出された。

北東から西南方向にやや蛇行して延びる溝跡であっ

た。北側には、第746号溝跡が並行して走っていた。

また北東端から第748号溝跡が分岐し延びていた。重

複する遺構は、南西寄りで第763号溝跡が位置してい

た。また、本溝跡の中央付近では第699号土坑と切り

合っていた。

規模は、全長4.08m、幅40~84cm、深さは23~34cm

であった。

遺物は、第322図7~11に図示した。7は土師器の

比企型杯、 10は鉄製鎌で研ぎ減りが著しい。

第748号溝跡（第319• 326図）

M-32 • 33、L-33 • 34グリッドにかけて検出さ

れた。

北東から南西に斜めに延びる細長い溝跡であった。

北側は、第747号溝跡から分岐していた。本溝跡の中

央付近では第15号方形周溝墓、第762号溝跡と重複し、

南端では第745号溝跡と重複していた。

規模は、全長3.9m、幅8~14cm、深さは 6~18cm 

であった。

遺物は、土師器甕の破片が少量出土した。

第749号溝跡（第319図）

N • 0 -31グリッドにかけて検出された。

東西方向に延びる細長い溝跡であった。

西側には、第12号方形周溝墓、東側には第14号方

形周溝墓が位置していた。

規模は、全長1.2m、幅10~12cm、深さは10cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第750号溝跡（第319図）

0-32グリッドで検出された。

東西方向に延びる細く短い溝跡であった。

西寄りで検出した第741~743号溝跡と類似する。

重複する遺構には、東寄りで第14号方形周溝墓と第

691号土坑が位置していた。

規模は、全長0.7m、幅5~8 cm、深さは 6cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。
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第731号溝跡 (d-d')

1 暗黒茶褐色土 2. 5Y3/l しまりある暗灰色士主体 黄褐色土プロック(</>5mm) 

・暗灰色粘土少品 しまりあり 粘性なし

2 褐灰色士 10YR4/l 主体土は1陪と同じ 黄褐色土プロック(<t>10mm)多星

しまりあり 粘性ややあり

第748号溝跡 (e-e') 

1 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色士粒子(<t,l~2mm)・黄褐色土プロック(</>3~ 

5rnm)少拭

第749号溝跡（ f＿f')

1 褐灰色土 10YR4/l 黄褐色士プロンク(</>10~20mm)・酸化鉄粒子(</>2mm) 

含む しまりあり 粘性なし

第751号溝跡 (h-h')

1 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色士プロック (</>l~5mm)部分的に多批

しまりなし 粘性あり

第752号溝跡

1 黒褐色士 10YR3/l 黄褐色土ブロック斑に含む しまり ・粘性あり

2m ， 
160 

第762号溝跡(i- i') 

1 褐灰色土 !OYR4/] 鉄分多怪

2 黄灰色土 2.5Y4/l 鉄分多旦 黄掲色士粒子(,Pl~2mm) 少乱 炭化物粒子

げ 2~3mm)微輩

3 黒褐色土 2. 5Y4/] 鉄分 ・黄褐色土粒子(,Pl~2mm)・黄褐色土プロック(<!>3 

~5mm) 少贔

4 黒掲色土 ］OYR3/] 鉄分多歴 黄褐色土粒子(,Pl~2mm)少祉

5 黒掲色土 !OYR3/2 鉄分多最 黄掲色士粒子(,pl~2mm) ・黄褐色土ブロック

(<I> 3~10mm) 少拭

6 暗褐色士 IOYR3/3 黄褐色土粒子(,Pl~2mm)・黄褐色土プロック(<J,3~5mm)

多堡鉄分少菌

第774号溝跡 (k-k') 

1 暗掲色土 10YR3/3 黄掲色士粒子(,Pl~2mm)微贔

2 黄褐色士 10YR5/6 黄褐色土粒子（い～2mm)・黄褐色土プロック(<!>3~5mm) 

多最

3 黒褐色土 !OYR3/2 黄褐色土粒千(,Pl~2mm)・黄褐色土プロック(<J,3mm) 

少誠

第323図溝跡（8)

第751号溝跡 （第319図）

0 -32 • 33グリッドにかけて検出された。

南北方向に延びる細長い溝跡であった。南側に検

出した第333住居跡を挟んで、その南側で検出された

第779号溝跡に連続する可能性がある。また、東寄り

には第752号溝跡が位置していた。

規模は、全長2.3m、幅5~10cm、深さは 2~4 cm 

であった。

遺物は、出土しなかった。

第752号溝跡（第319図）

0-32グリッドで検出された。

南北方向に延びる幅の広くやや浅い溝跡であった。

西側には第751号溝跡が位置していた。重複する遺構

は、南寄りで第702号土坑に切られていた。

規模は、全長0.75m、幅20~22cm、深さは4cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第753号溝跡（第319• 326図）

K -33 • 34、L-31~33グリッドにかけて検出さ

れた。

調査区北西寄りを南北方向に延びる規模の大きな

溝跡であった。

北側および南側はいずれも調査区域外へ延びてい

た。重複する遺構は、溝跡中央付近で第745号溝跡に

切られていた。また、第674• 733号溝跡を切り込ん

でいた。

規模は、全長12.5m、幅65~135cm、深さは11~15

cmであった。

出土遺物は、第324• 325図1~38に図示した。1

~10は須恵器杯、 11~16は高台付塊である。6の内

面には袖煙が付着する。9は内黒土器である。16の

底部外面には「一」の墨痕が認められる。17は須恵

器耳皿である。18は須恵器小型壺で、内面に漆が付

着している。22は須恵器甕の破片である。22は末野

産と考えられる。 23~31は灰釉陶器塊．皿、 32は灰

釉陶器小瓶の胴部片、 33は緑釉陶器皿の破片である。

34は在地の甕、 35• 36は羽釜である。37• 38は士錘

である。
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第325図溝跡出土遺物（9)

第754号溝跡（第319図）

K-32、L-31 • 32グリッドにかけて検出された。

調査区北西コーナーに位置し、北東から南北方向

に「く」の字形に屈曲する溝跡であった。

本溝跡の南側には、ほとんど重複し並行する第755

号溝跡が位置していた。北東側は第753号溝跡、南西

側は第343号住居跡、第674• 733号溝跡と重複してい

た。

規模は、全長3.15m、幅10~50crn、深さは 7~23crn 

であった。

遺物は、第322図12に図示した須恵器坪がある。胎

土に白色針状物質が含まれる。

第755号溝跡（第319図）

K -32 • 33、L-32グリ ッドにかけて検出された。

調査区北西コーナーに位置し、北東から南北方向

に直線的に延びる溝跡であった。

本溝跡の南側には、ほとんど重複し並行する第754

号溝跡が位置していた。北東側は第753号溝跡と重複

し、南西側は第343号住居跡、第674号溝跡を切って

調査区域外へと延びていた。南東側には第745号溝跡

が位置していた。

規模は、全長3.15m、幅18~24cm、深さは 6~39cm 

であった。

遺物は、土師器羽釜の破片などが出土した。
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第745号溝跡 (A-A')

l 灰オリープ土 5Y6/2 鉄分多蔽 炭化物粒子(<I>2~3mm)少祉

2 オリープ黒色シルト 5Y3/l 鉄分多蔀炭化物粒子 (</,!~21nm)少巖

3 黒色シルト 7. 5Y2/] 鉄分 ・炭化物粒子(<f,1~2llllil）少最

第760号溝跡 (B-B')

1 黄灰色土 2. 5Y4/l 黄褐色土粒子 (</,I~2mm) ・鉄分多最

2 黒褐色土 2. 5Y3/] 黄褐色土粒子（い～2mm) ・黄褐色上ブロック

(<I> 3~10mm) ・炭化物粒子(<I>2~3mm)多罷

鉄分少品

3 黒色シルト質土 2. 5Y2/ I 黄褐色士プロック(<I>3~IOllllll) 多址炭化物

粒子(<I>2~3mm)少旦

第761号溝跡 (C-C')

1 褐灰色士 IOYR4/] 黄褐色士プロック(<I>3~IDDllll)大抵 鉄分少巌

2 灰色土 N4/0 緑灰色粘土ブロック(<f,3~10mm) 多拭

3 暗灰色シルト N3/0 緑灰色粘土プロック (¢!~5mm) 多祉

第762号溝跡 (D-D')

1 褐灰色土 !OYR4/l 鉄分多枇

2 黄灰色土 2. 5Y4/l 鉄分多禁黄褐色土粒子(¢1~2)II皿少祉炭化

物粒子(<I>2~3mm)微呈

3 黒褐色士 2. 5Y4/l 鉄分・黄褐色士粒子 (</,!~2璽） ・黄褐色士ブ

ロック(<I>3~5mm)少黛

4 黒褐色土 ］OYR3/l 鉄分多絨黄褐色土粒子 (¢1~2mm)少品

5 黒褐色土 ］OYR3/2 鉄分・黄掲色土粒子 (¢!~2mm) ・黄褐色土プ

ロック(<I>3~10mm) 多量

第764号溝跡 (E-E')

1 黒褐色土 IOYR3/l 緑灰色上粒子 (¢1~2mm)微；；；； しまりあり

粘性強い

2 褐灰色士 IOYR4/l 緑灰色士粒子 (¢l~3mm)含む しまり ・粘性

あり

第765号溝跡 (F-F')

1 黒掲色土 2. 5Y3/2 黒褐色のしまりある土主体 黄褐色土粒子(¢

2mm) 少晶 しまりあり 粘性なし

第766号溝跡 (G-G')

1 黒掲色土 !OYR3/l 緑灰色土粒子 (</,!~3mm) ・緑灰色土プロック

含む しまりあり 粘性強い

第767号溝跡 (H-H'・ I - I '• J-J') 
1 黒掲色土 !OYR3/2 暗茶褐色のしまりある土主体 黄褐色土ブロッ

第768号溝跡 (K-K')

ク(¢l~5mm)斑に含む しまりあり 粘性やや

あり

l 褐灰色土 !OYR4/l 暗灰色のシルト質土 青灰色土粒子 (</,Imm)

少且府下部に斑に酸化鉄粒子 (</,!~3mm)

微祉屈下部にまとまって しまりあり 粘性

なし

2 黒褐色土 2. 5Y3/l 黒褐色のしまりある土 酸化鉄粒子(¢!~2mm)

多最黄褐色土粒子(</,2mm) 中～多址

第775号溝跡 (L-L')

2m  
160 

1 灰黄褐色士 10YR6/2 黄褐色士粒子 ((1~2皿） ・炭化物粒子(,Pl~2

mm) 少批 焼土粒プロック(</J3~5mm)・炭化物

ブロック(</J3~5mm)微函

2 にぶい黄褐色土 !OYR6/3 黄褐色土粒子 (,Pl~2Dl1Il) 多量 黄褐色土粒子 (¢

1~2llllll）・黄褐色士プロック（が 3~5皿）少屈

第777号溝跡 (M-M')

1 黒褐色土 1 OYR3/l 欽分多堡 緑灰色土粒子(,Pl~2皿） ・緑灰色土ブ

ロック(</J3~5mm)少呈

第778号溝跡 (N-N')

1 黒褐色土 10YR3/l 鉄分多晶 緑灰色土粒子(,Pl~2nlrn)少最

第779号溝跡 (0-0')

1 黒褐色土 IOYR3/2 黒褐色の士 黄掲色士粒子(,J,2~12nun) 多祉灰色士

粒子(,J,5~12mm)・炭化物粒子(</J3~7mm)少拡

焼土粒子(¢ 2~5mm)微菌

2 黒褐色土 !OYR3/2 黒褐色でやや粘性のある士 黄灰色士粒子(</J2~8 

mm) 多拭 焼士粒子 (¢2~5mm) ・炭化物粒子(,J,

3~7nl!Il)微址

3 黒褐色土 10YR2/2 黒褐色で粘性のある土 黄灰度粒子 (¢2~10mm)

第780号溝跡 (P-P')

多量焼土粒子 (</J2~5mm)微堡炭化物粒子 (d

3~7mm)微最上部に斑

1 黒掲色土 10YR3/2 火山灰 (ASB?)均等に少址灰白色土粒子(,J,1mm) 

微且 しまりあり 粘性弱い

第782号溝跡（c-c')
1 褐灰色土 IOYR4/l 黄褐色土粒子(,Pl~2mm)・黄褐色土プロック(</J3 

~10mm) ・鉄分少且

2 黒褐色士 IOYR3/ 1 黄褐色土プロック(</JJO~40mm) ・鉄分多祉黄掲色

土粒子(,J,1~2mm)少拭

3 黒色シルト質土 5Y2/l 緑灰色粘土粒子(,Pl~2mm)少饉

4 灰色シルト 7. 5Y4/l 緑灰色粘土粒子(,Pl~2mm) ・緑灰色粘土ブロック

(</J 3~5mm)多批炭化物粒子（が2~3mm)微垂

第783号溝跡 (R-R')

1 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色土粒子(,Pl~2mm)・黄褐色土プロック(¢

3~51nm)少是

2 明黄掲色士 IOYR6/8 黄褐色士を主体とする （地山崩落土）

第784号溝跡 (S-S')

1 黄灰色土 2. 5Y4/l 鉄分多晶 他の含有物はなし

第327図溝跡（10)

-351-



第756号溝跡

第757号溝跡

第758号溝跡

第759号溝跡

欠番 （第15号方形周溝墓に変更）

欠番（第15号方形周溝墓に変更）

欠番 （第15号方形周溝墓に変更）

欠番 （第15号方形周溝墓に変更）

第760号溝跡 （第326図）

K-35、L-35・36グリッドにかけて検出された。

調査区西寄りに北西から南東に斜めに延びる溝跡

であった。

北側は調査区域外へと延び、南側は谷部へと落ち

込んでいた。本溝跡の中央付近では第745• 761号溝

跡と交差していた。

規模は、全長20m、幅80~135cm、深さは26~55cm

であった。

遺物は、第322図13• 14に図示した須恵器杯、かわ

らけ皿が出土した。

第761号溝跡 （第326図）

K • L -35グリッドにかけて検出された。

調査区西寄りに東西方向に延びる幅の広い溝跡で

あった。

西側は調査区域外へ延び、東側は第745号溝跡と接

していた。さらに、第760号溝跡と重複していた。

規模は、全長3.25m、幅165~213cm、深さは70~85

cmであった。

遺物は、出土しなかった。

第762号溝跡 （第319• 326 • 328~333図） ゜

゜゚

，
 

，
 

，
 9
,

 

，
 

，
 

6ヽ
 
3
 

L -33 • 34、M-34 • 35、N -35 • 36グリッドに

かけて検出された。

調査区の中央付近を北西から南東方向に斜めに延

びる溝跡であった。

北側には、第753号溝跡、第3号道路状遺構が位置

していた。南端部は谷部と接していた。

規模は、全長37m、幅288~345cm、深さは46~55

cmであった。本溝跡の平面形態は、短冊状で、断面

形態は底面が平坦な箱型であった。
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0
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第328図 第762号溝跡区割図
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第335図溝跡出土遺物（11)

遺物は、第334~340図1~109に図示した。これら

の遺物は、古墳時代後期末から奈良時代初頭段階の

須恵器・土師器である。 1~19は須恵器である。

1 • 2はリング状つまみを持つ無返りの須恵器蓋で

ある。3~6は底部全面回転ヘラケズリを施した須

恵器杯である。いずれも針状物質を含むことから南

比企産である。7は鉄鉢形須恵器である。8~12 • 

14は須恵器壺である。9は短頸壺、 10• 11は長頸壺

である。15~19は須恵器大甕である。20~93は土師

器である。20• 22 • 23 • 28は模倣坪、 21• 24~27 • 

29は有段口縁杯、 30は身模倣坪、 32~34は比企型杯、

31 • 35 • 36は北武蔵型杯である。37• 38は器高の深

い婉である。39~41は鉢である。42~50は高坪であ

る。45は脚部の径が大きく、台付甕の可能性がある。
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47 • 49は粘土紐の巻上げ痕が内面に明瞭に残る。43

~47 • 50は赤彩が施される。51はミニチュア士器で

ある。52• 54~56は小型甕である。57~87は甕であ

る。このうち57~69• 87は長胴甕、 70~76は丸甕で

ある。78の底面には僅かに木葉痕が残る。88は壺で

ある。89~93は甑である。94は砥石である。95~105

は石製模造品である。95は有孔円板、 96~101は剣形

品、 104は勾歪形未製品である。106は鉄製竪である。

刃部の一部が欠けている。107• 108は臼玉、 109は石

製紡錘車である。

本溝跡からは、多量の土師器・須恵器が出土した

が、破片がまとまって検出されることが多く、この

ため接合率が高い。本溝跡が廃棄の場所であったと

考えられる。M-35グリッド付近では大贔の土師器

杯・甕がまとまって出土した。こうした状況は第 2

次調査の第80号溝跡でも見られ、同時期である。

第763号溝跡（第319図）

L-32・33グリッドにかけて検出された。

南北方向にやや蛇行して延びる溝跡であった。

北側は第753号溝跡、南側は第762号溝跡と重複し

ていた。

規模は、全長7.5m、幅70~145cm、深さは78~86cm

であった。

出土遺物は、第322図15~17に図示した。 16は臼玉、

17は石製勾玉である。

第764号溝跡 （第326図）

L • M-35、N-34 • 35、0 • P -34グリッドに

かけて検出された。

谷部北側を東西方向に直線的に延びる細長い溝跡

であった。

東側及び北側は調査区内で途切れていた。本溝跡

の北側80cmの位置に第766号溝跡が並行して走ってい

た。いずれの溝跡も谷部の稜線に並行して掘削され

たと考えられる。

規模は、全長44.63m、幅20~30cm、深さは 3~17 

cmであった。

遺物は、第322図18の鉄製釘が出土した。

第765号溝跡 （第326図）

0-34・35、P-34グリッドにかけて検出された。

調査区東寄りを東西方向に直線的に延びる細い溝

跡であった。

北側で検出された第764号溝跡と並行していた。本

溝跡も谷地形の稜線に並行して作られたものと考え

られる。

規模は、全長10.5m、幅13~30cm、深さは 6~llcm 

であった。

遺物は、出土しなかった。

第766号溝跡 （第326図）

L • M-35、N-34 • 35、0 • P -34グリッドに

かけて検出された。

谷部北側を東西方向に直線的に延びる細長い溝跡

であった。

東側及び北側は調査区内で途切れていた。本溝跡

の南側80cmの位置に第764号溝跡が並行して走ってい

た。また東端は調査区域外へ延びていた。

規模は、全長41.5m、幅20~65cm、深さは 3~5 cm 

であった。

遺物は、土師器甑．壺の破片が少量出土した。

第767号溝跡 （第326図）

N-34、0-34・35グリッドにかけて検出された。

調査区東寄りに位置し、北西から南東方向に斜め

に延びる細い溝跡であった。

本溝跡は、第346号住居跡の南東コーナ一部分の周

溝から連続して延びていた。このことから、住居跡

に伴う排水溝と思われる。また南東端は谷部に繋が

り、排水したものと考えられる。

規模は、全長15.5m、幅25~50cm、深さは 9~21cm 

であった。

遺物は、土師器甕．壺の破片などが少量出土した。
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第768号溝跡（第326図）

N-34、0-35グリッドで検出された。

谷部北側に位置し、東西方向に直線的に延びる溝

跡であった。

東側は調査区域外へと延び、西側は緩やかに立ち

上がり途切れる。本溝跡の西側12mの位置に、第784

号溝跡を検出し、この溝跡と連続する可能性がある。

規模は、全長7.13m、幅35~60cm、深さは 8~12cm 

であった。

遺物は、出土しなかった。

第769号溝跡 欠番（第17号方形周溝墓に変更）

第770号溝跡 欠番（第16号方形周溝墓に変更）

第771号溝跡 欠番（第16号方形周溝墓に変更）

第772号溝跡 欠番（第16号方形周溝墓に変更）

第773号溝跡 欠番（第16号方形周溝墓に変更）

第774号溝跡（第319図）

K-33グリッドで検出された。

調査区の西端で検出された、東西方向に延びる短

い溝跡であった。

西側は調査区域外へ延び、東側には規模の類似し

た第776号溝跡が直行して延びていた。

規模は、全長1.75m、幅45~95cm、深さは15~28cm

であった。

遺物は、土師器破片が少量出土した。

第775号溝跡（第326図）

K-34グリッドで検出された。

調査区西端で検出された、北西から南東方向に斜

めに延びる溝跡であった。

北側は調査区域外へ延び、南側は第753号溝跡に切

られていた。第4次調査西区で検出された溝跡と同

ー遺構と考えられる。

規模は、全長3.5m、幅55~95cm、深さは38~46cm

であった。

遺物は、出土しなかった。

第776号溝跡 （第319図）

K-33グリッドで検出された。

調査区西寄りに位置し、北東から南西方向に延び

る短い溝跡で、第753号溝跡に切られていた。

規模は、全長2.4m、幅50~88cm、深さは21~26cm

であった。

遣物は、出土しなかった。

第777号溝跡 （第326図）

L • M-35グリッドにかけて検出された。

東西方向に延びる細長い溝跡であった。

東側には第762号溝跡が位置し、西側は第745号溝

跡と重複していた。また、本溝跡の南側には第764• 

766 • 778号溝跡が並行して走っていた。

規模は、全長9.25m、幅15~50cm、深さは 6~17m 

であった。

遣物は、出土しなかった。

第778号溝跡（第326図）

L • M-35グリッドにかけて検出された。

東西方向に延びる細く短い溝跡であった。

東側には第762号溝跡が位置し、西側には第745号

溝跡が位置していた。

規模は、全長7.13m、幅13~23cm、深さは 5cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第779号溝跡（第326図）

0 -33~35、P-35グリッドにかけて検出された。

調査区東寄りに位置し、南北方向にやや蛇行して

延びる細長い溝跡であった。

北側は第333号住居跡、南側は第778号溝跡と重複

していた。本溝跡の北側で検出された第751号溝跡と

連続する可能性がある。

規模は、全長15.75m、幅25~40cm、深さは11~23

cmであった。

遺物は、第322図19に図示した臼玉が出土した。
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第780号溝跡（第326図）

N-35グリッドで検出された。

谷部北側に位置し、谷地形に並行して東西方向に

延びる幅広の溝跡であった。

規模は、全長6.38m、幅60~125cm、深さは 7~14 

cmであった。

遣物は、ほとんど検出されなかった。

第781号溝跡（第326図）

L-35・36グリッドにかけて検出された。

東西方向に延びる短い溝跡であった。東側は第745

号溝跡に切られていた。

規模は、全長1.4m、幅30~38cm、深さは 7cmであ

った。

遺物は、出土しなかった。

第782号溝跡（第326図）

K • L -35グリッドにかけて検出された。

調査区西端に位置し、東西方向に延びる溝跡であ

った。西側は調査区域外へ延びていた。

規模は、全長2.5m、幅125cm、深さは40~71cmであ

った。

遺物は、土師器高杯の破片などが出土した。

第783号溝跡（第326図）

L-35・36グリッドにかけて検出された。

谷部北側で検出された。南北方向に延び、谷部側

で西側に「L」字状に屈曲して延びる溝跡であった。

北側では第777号溝跡と重複し、南側は第760号溝

跡に切られていた。

規模は、全長12.5m、幅18~50cm、深さは12~18cm

であった。

遺物は、第322図20に図示した土師器鉢が出土した。

この他、須恵器甕の破片などが少量出土した。

第784号溝跡（第326図）

L -36 • 37、M • N-36グリッドにかけて検出さ

れた。

谷部の北側斜面部で検出した東西方向に延びる細

長い溝跡であった。西側は谷部に落ち込み、東側は

第762号溝跡と重複していた。

規模は、全長15.88m、幅35~50cm、深さは 5~13 

cmであった。

遺物は、須恵器甕の破片などが少量出土した。

第785号溝跡 欠番（第18号方形周溝墓に変更）

第786号溝跡（第341図）

L -37グリッドで検出された。

谷部の北側斜面部で検出した東西方向に延びる溝

跡であった。

西側は調査区域外に延びていた。東側は第768• 

784号溝跡と連続していた可能性がある。

規模は、全長4.63m、幅45~58cm、深さは17~20cm

であった。

遺物は、出土しなかった。

第787号溝跡 欠番 （第17号方形周溝墓に変更）

第788号溝跡 欠番（第17号方形周溝墓に変更）

第789号溝跡（第341• 345 • 370図）

Q -42~45 • 47 • 48、P-44~48グリッドにかけ

て検出された。

谷部南側の東肩部で検出された。谷地形に沿って

南北方向に延び、調査区南端で東側に「L」字状に

屈曲する規模の大きな溝跡であった。北側及び南側

はいずれも調査区域外へ延びていた。

規模は、全長67.75m、幅100~370cm、深さは35~

93cmであった。

出土遺物は、第343• 344図1~28に図示した。

1 • 2は青磁碗、 3は青白磁の碗、 4~7は常滑甕

の破片である。8• 9は在地産の片口鉢である。10

は砥石、 11は鉄製釘、 12は木製楔である。13~28は

銭貨である。
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A 16.6m SD786 A' B__!l、Om SD789 SD797 B' E l6 7m S0797 E' 

二冒

C 16.4m D11.0m SD797 D' 

SD802 
H l6 4m H' 

言言
第786号溝跡 (A-A')

1 黒褐色土
2 灰オリーブ色土

第789号溝跡(B-B'・C-C')

1 灰オリーブ粘質士 5Y5/2 

2 暗青灰色土 5B4/1 

褐灰色土

黒褐色土

灰色粘質土

灰色粘質士

オリーブ黒色シルト 10Y3/l 

3
 
4
 

5
 
6
 

7
 

SD827 
I 16.4m I' 

言422

SD829 
J 16. 4m J' 

言言

2. 5Y3/l 炭化物粒子(~ l~2mm)少祉
5Y5/3 炭化物粒子(~ l~2mm) 少量

鉄分多且浅い溝
鉄分多拡緑灰色土粒子 (¢ I~2lllill)少品

浅い溝
!OYR4/l 鉄分多最 質褐色土粒子 (¢Imm)・炭化物粒

子(,t,2~3皿）少凪
2. 4Y3/] 黄褐色土プロック (¢3~10mm) 多品

（地山崩落土）
N4/0 鉄分多最 緑灰色土粒子(¢ I~2nl1Il)・緑灰色

士ブロック (¢3~51Jllll)少伍

緑灰色士ブロック (¢3~20IIIIII) 多拭鉄分

・炭化物粒子 (¢2~5Illlll）少拡

緑灰色土粒子(¢ 1~2nun)・炭化物粒子(¢

~3mm) 少基

!OY4/l 

SD834 
K~. l m K' 

三

第802号溝跡 (H~H')

1 黒褐色土 !OYR3/2 

第827号溝跡（ I

1 暗掲色土

SD801 Gl6.4m____ G' 
・- -・ 

第797号溝跡 (B-B'・D-D'・E-E')

1 黒褐色土 ］OYR3/] 黄褐色土ブロック (¢3~5mm) 多祉

2 明黄褐色土 10YR7 /6 黄褐色土を主体 黒色土ブロック (¢3~20
Dllll)多品

黒掲色士 !OYR3/2 黄褐色士プロック (¢3~201nm) ・炭化物粒
子 (¢2~31Il111)少拭

明黄褐色土 !OYR7 /6 黄褐色土を主体 黒色土ブロック (¢3~20

rnrn)多量

5 黒色粘質士 7. 5Y2/l 黄褐色士プロック (¢3~lOllllll)少呈

6 明黄褐色士 2. 5Y7 /6 黄褐色士を主体に含む （地山崩落士）

3
 

4
 

S0799 
F l6 4m F' ・- -・ 

言 言冒

第799号溝跡 (F-F')

1 褐灰色土 ］OYR5/] 黄褐色土粒子(ct,5~10mm) 多拭 土器小

片含む しまりややあり

にぶい褐色土 7. 5YR5/3 黄褐色土粒子(ct,10mm)含む しまりやや

あり
2
 

第801号溝跡 (G-G')

1 黒色土 !OYR2/1 

!') 

10YR3/4 

焼土粒子含む 英褐色土ブロック(,t,5mm) 

少最しまりあり

混入物ほとんどなし しまりあり

第342図

第790号溝跡 （第345図）

M-48 • 49グリッドにかけて検出された。

東西方向に延びる短い溝跡であった。調査区南西

南北方向に緩やかな弧を描コーナー付近に位置し

いて延びる溝跡であった。

北側は第793号溝跡、東側は第792• 798号溝跡、南

側は第791号溝跡と重複していた。西側は調査区域外

第829号溝跡(J-J') 
1 暗褐色士 IOYR3/3 

第834号溝跡 (K-K')

1 暗灰色士 N3/0 

規模

であった。

は、

灰褐色土ブロック(~ 10~20llllll)含む し
まり弱い

黄褐色士プロック(</J10~20mm) 多伍 し

まり弱い

暗灰色粘質士主体 青灰色土粒子(~ 2mm) 
多拡炭化物粒子(~ I~10mm)少且 し
りあり 粘性ややあり

溝跡（12)

へ延びていた。また、本遺構などを切って東西方向

に走る噴砂が検出された。溝跡同士の重複が著しく、

性格は不明である。

全長4.5m、幅25~35cm、深さは10~28cm

遺物はほとんど出土しなかったため、本溝跡の時

期は不明である。
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第345図 溝跡（13)
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A 16. 5m SD79D SD798 _ . 
SD792 

E I9、9m
SDJ92 SD/96 

第790号溝跡 (A -A'•B - 8')

1 黒褐色土 2. 5Y3/2 暗茶掲色っぽい黒褐色のしまりある土で多少シ

ルト質士 しまりあり 粘性弱い

2 暗青灰色 583/1 暗青灰色（黄褐色土の変色）のしまりある士主体

第792号溝跡 (A-A')

屈上部に斑に 1陪の土含む しまりややあり

粘性あり

1 オリ ープ褐色士 2. 5Y4/3 黄褐色のしまりある士主体 暗茶褐色士少拭

しまりあり 粘性なし

2 暗青灰色土 2. 5Y4/l 暗青灰色シルト主体暗灰色粘質上少祉 しま

りあり 粘性ややあり

3 暗灰色士 N3/0 暗灰色粘質士主体 炭化物プロック（が5mm)

斑に含む しまり・粘性ややあり

4 暗灰色土 N3/0 3層より暗い暗灰色シルト ・青灰色土ブロック

第795• 796号溝跡 (A-A')

（が5~20mm)多抵暗灰色粘土・炭化物ブロッ

ク(</J10mm)少抵 しまりなし粘性あり

1 灰色士 7. 5Y4/1 暗灰色のしまりある士主体 暗灰色シルト含む

しまりあり 粘性なし

2 黒色土 N2/0 群青色っぽいしまりのある粘質土 しまりあり

粘性ややあり

3 オリープ黒色士 7. 5Y3/2 ややオリープがかった暗灰色粘質士・同色シル

卜多品 流れ込むように炭化物の筋が数本帯状

入る しまり ・粘性ややあり

4 暗灰色土 N3/0 少し明るめの暗灰色粘質土主体 同色シルト少

品炭化物プロック(<t,5mm)微凪 しまり ・粘

性ややあり

5 暗灰色土 N3/0 4暦と同色の暗灰色粘土主体 炭化物ブロック

(</, 10mm)多最 しまりなし粘性あり

6 暗灰色士 N3/0 暗灰色粘士主体 (4・5恩よりやや暗め）炭化

物プロック(</J5~20mm)斑に含む褐灰色士粒

子(<t,5mm)少鈷恩上部に青灰色土少拡堡か

ら流れ込むように入る しまりなし 粘性あり

第798号溝跡 (A-A')

1 黒褐色士 2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある士 しまりあり 粘性や

やあり

2 暗灰色上 N3/0 群青色っぼい暗灰色のしまりある粘質土 青灰

色士粒子(</J3~5lllill）少呈炭化物ブロック(¢

5mm)微且 しまりあり 粘性ややあり

3 暗灰色士 N3/0 2層より少し暗めの群青色っぽい暗灰色粘質士

主体 同色シルト少紐 しまり ・粘性ややあり

SD795・796 A' 

SDJ95 E' 

B 16.5m SD79D B' 

冒言
C_1_6_4m S0791 _C' 

言冒言
D16.4m 

SOJ91 D' 

言言言
2m 
1.60 

第791号溝跡 (C-C'・D-D')

1 黒掲色士 2. 5Y3/2 暗茶褐色っぽい黒褐色のしまりある土で多少シ

ルト質土 しまりあり 粘性弱い

2 黒褐色上 2. 5Y3/2 暗茶褐色っぽい黒褐色のしまりある土で多少シ

ルト質土 黄褐色土粒子($3~5mm)少～中拭

しまりあり 粘性ややあり (1庖よりはある）

第792号溝跡 (E-E')

1 黒色土 7. 5Y2/1 黒っぽい暗灰色のしまりある粘質士主体 白色

粒子 (¢lnUll）小～中基 しまりあり 粘性や

やあり

2 オリープ黒色士 7. 5Y3/l 暗灰色粘質士主体 肯灰色士ブロック($50mm 

以上）多址炭化物プロック（が20mm)少母

しまりあり 粘性ややあり

3 オリーブ黒色土 7. 5Y3/l 暗灰色粘土主体 青灰色粒子 ($1~2mm)少址

しまり・粘性ややあり

4 オリーブ黒色土 7. 5Y3/! 暗灰色粘土・同色シルト多菌 青灰色土斑に含

む しまりややあり 粘性あり

第795号滞跡
1 暗灰色土

2 暗灰色土

第796号溝跡

N3/0 ややしまりのある暗灰色粘質土主体 青灰色士

やあり (S0795 I -I'の2層に相当）

N3/0 1層よりやや暗い暗灰色粘質土主体 炭化物粒

子( ~ 2mm) ・ 掲灰色士粒子 ( ~3~5mm) 少藷
しまり弱い粘性あり (S0795I - I'の3層に

相当）

1 灰色士 7. 5Y4/l 暗灰色粘質士主体 炭化物粒子(~ 3mm) 下の

方に少拭 しまり・粘性ややあり (S0796 I -

I'の1層に相当）

2 灰色土 7. 5Y4/l 暗灰色粘質土主体 青灰色土プロック (~5~
10mm)斑に含む しまり ・粘性ややあり (S0792

I - I'の2層に相当）

3 灰色土 7. 5Y4/l 1 • 2層よりやや暗めの暗灰色粘士主体 炭化

物粒子(~ 1~5mm)斑に含む しまりなし粘性

あり

4 オリープ黒色士 7. 5Y3/l 黒っぽい暗灰色粘質士主体 青灰色土中～多試

暗黒灰色粘質士少拭陪上部に斑に含む しま

りなし粘性あり

第346図溝跡 (14)

第791号溝跡 （第345図）

M • N-49グリッドにかけて検出された。

調査区南西コーナ一部に位置し、東西方向に蛇行

して延びるやや幅広の浅い溝跡であった。

西側は調査区域外へと延びていた。東側は第792号

溝跡、北側は第790• 798号溝跡と重複しており、本

遺構が新しかった。すぐ北側には噴砂が東西方向に

走っていた。

規模は、全長5.38m、幅75~112cm、深さは 8~14 

cmであった。

遺物は、ほとんど出土しなかったため、本溝跡の

詳細な時期は不明である。
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F 16.4m SD798 S0791 SD796 SD795 

H 16.3m SD794 S0793 H' 1 16~ 3m 

3 ロ ニ

第792号溝跡 (F-F')
1 黄褐色土 2. 5Y5/4 黄褐色のしまりある土(f20mm) ・暗茶褐色土

斑に含む しまりあり 粘性弱い (SD792G-
G'の1 • 2恩に相当）

2 暗青灰色士 5B4/1 青灰色土（黄掲色上の変色） ・暗灰色粘質士 ・
酸化鉄斑に含む しまりあり 粘性弱い
(SD792G-G'の3思に相当）

3 黒色士 2. 5GY2/l 暗灰色粘質土主体 暗灰色シルト・酸化鉄少拭
しまりあり 粘性弱い (SD792G-G'の4層に
相当）

4 暗灰色土 N3/0 3庖より黒い暗灰色粘質士主体褐灰色士ブロ
ック（もろい土器のようなもの ・f10~30mm) 
少俵 しまりややあり 粘性あり (SD792G-
G'の4陪に相当）

5 黒色土 2. 5GY2/l 3層と同じ色の暗灰色シルト多拭 暗灰色粘質
土少最炭化物プロック(f5mm)微址 しま
りなし粘性あり (SD792G-G'の5屑に相当）

第795号溝跡
1 黒褐色土 2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある粘質士 しまりあり 粘

性弱い (SD795I - I'の1庖の上の雨垂上の士
に相当）

2 暗オリープ灰色土 2. 5GY3/l 暗灰色のしまりのややある粘質土主体 酸化鉄
斑に含む 1屈の士少藷屈上部に しまりや
やあり 粘性あり
(SD795 I - I'の1・2附に相当）

3 黒色士 2. 5GY2/l 2屑より暗い暗灰色粘質土主体 炭化物粒子

第796号溝跡

（い～2mm)斑に含む しまりややあり 粘性あ
り (SD795I - I'の3陪に相当） ※3層上恩
左部分ではレンズ状（帯状）に炭化物の層が 3
~4本みられる

1 暗オリープ褐色士 2 5Y3/3 暗茶褐色のしまりある上 しまりあり 粘性弱

"‘ 2 暗灰色土 N3/0 暗灰色のしまりある粘質士 少し 1屈の土が混
入して暗茶褐色に変色している部分あり 炭化
物ブロック(f15mm) ・青灰色土粒子(f2mm) 
少拭 しまりややあり 粘性あり
(SD796A-A' の1唇に相当）

3 黒色士 N2/0 黒褐色にちかい暗灰色の粘質土 青灰色士粒千
(<I> 2~5mm)斑に含む炭化物プロック(</>5mm) 
少量 しまりややあり 粘性あり
(SD796A-A'の3層に相当）

4 黒色土 N2/0 3陪と同じ暗灰色粘質士 育灰色士ブロック
(<P 5mm) 中～多址 しまりややあり 粘性あり

第798号溝跡
1 黒褐色士 2. 5Y3/2 暗茶褐色のしまりある土 しまりあり 粘性や

やあり

F'G16.3m 
SDJ92 

G' 

二 ～／`
S0796 S0795 

第792号溝跡 (G-G')

I' 

2m  
l:OO 

1 にぶい黄色土 2. 5Y6/3 炭化物プロック (~5~10mm) 少拭 しまり ・
粘性あり

2 暗オリーブ褐色土 2. 5Y3/3 にふい黄色土ブロック (~5~10mm) 少粒 白色
微粒子(~ 1~2mm) 微拭 しまり ・粘性あり

3 斉黒色土 10BG2/l 粘質士 音灰色粘土ブロック状に含む 白色
粒子（成分不明） （¢l~5mm)均等に少産 炭
化物プロック (~5~10mm) 微品 しまりあり
粘性強い

4 青黒色土 lOBGl. 7/ 1 粘質土青灰色粘士粒子(~ I~2mm)微拭 し
まりあり 粘性強い

5 青黒色土 lOBGl. 7 /I 粘質士 青灰色粘土ブロック (~5~10mm) 少品

第793• 791号溝跡 (H-H')
1 黒褐色土 2. 5Y3/2 

2 黒褐色土 2. 5Y3/2 

3 黒褐色士 2. 5Y3/2 

4 暗青灰色土 583/1 

第795号溝跡(!-!')

しまりあり 粘性強い

黒っぽい暗黄士色のしまりある粘性のややあ
る土（シルト質士） 黄褐色土粒子(,/)3皿）少
盤 しまりあり 粘性弱い
黒っぽい暗黄土色のしまりある粘性のややあ
る士（シルト質土） 黄褐色士粒子• (,/) 2~20 
mm) 多品 （ローム粒子の方が主体）しまりあ
り 粘性弱い
暗茶褐色のしまりある土しまりあり粘性な
し
暗斉灰色粘質土 しまり ・粘性ややあり

1 暗灰色士 N3/0 暗灰色のしまりのややある粘質土 （囲上部に

2 暗灰色土 N3/0 

3 暗灰色土 N3/0 

第796号溝跡
1 暗灰色土 N3/0 

2 暗灰色士 N3/0 

3 暗灰色士 N3/0 

4 オリーブ灰色士 2. 5GY5/l 

暗黄土色に変色した土が雨垂上に少址堆積）
しまり・粘性ややあり
暗灰色のしまりのややある粘質士 青灰色土
(</> 2~30mm)含む斑に屑の真中あたりに し
まり ・粘性ややあり
1 • 2陪よりやや暗い暗灰色粘質土 褐色土
粒子(q,1~2mm)含む層全体に斑に炭化物
粒子 (</>2mm) 少拭 しまり弱い粘性強い

暗灰色枯質土（色はS0795の1 • 2層に同じ）
青灰色士粒子(</>~Imm2) 囲全体に斑炭化
物粒子 (¢2O¥lll)少飛 しまり弱い粘性やや
あり
1層と固じ粘質土 青灰色土粒子(</>1mm)含む
層下部に帯状に 炭化物プロック(</>5~10mm) 
少品層上部は粒子が細かい(q,l~3mm) し
まり弱い粘性強い
S0795の3屈と同じ色の粘質土 青灰色士粒千
(</> 1mm)少最 しまり弱い粘性ややあり
オリーブ灰色の粘質士 炭化物プロック(q,
30~50mm) 斑に含む木材片少～中盤暗灰
色粘質士少最 しまり弱い粘性ややあり

第347図 溝跡（15)
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J 16.4m 
SD791 S0795・796 

第792号溝跡(J-J.) 

1 オリーブ黒色土 5Y3/2 酸化鉄含む 暗茶灰色のしまりある上主体 暗茶灰色

シルト ・褐灰色士粒子(¢3mm)少星 しまりあり 粘

性なし

2 暗灰色士 N3/0 暗灰色粘質土主体 酸化鉄含む 炭化物プロック(¢5 

mm)少品 しまりあり 粘性ややあり

(S0796 I - I'の1府に相当）

3 暗灰色土 N3/0 暗灰色粘土主体 青灰色士多且 レンズ状に斑（地山

からの流れ込み） しまりややあり 粘性あり

(S0796 I - I'の2陪に相当）

4 暗灰色土 N3/0 2 • 3陪より少し暗い暗灰色粘土主体炭化物プロック
(¢ !Omm)少盤 しまりややあり 粘性あり

第795• 796号溝跡
1 オリ ープ黒色士 5Y3/2 暗茶灰色のしまりある士主体 暗茶灰色シルト少抵

しまりあり 粘性なし

2 オリーブ黒色土 5Y3/2 暗褐灰色のしまりある土主体 暗褐灰色シルト少品

炭化物粒子(f2mm)微堡 しまりあり 粘性弱い

3 暗灰色土 N3/0 暗灰色粘質士多最暗灰色シルト少見青灰色シルト

ブロック (¢3~5nun)少拭庖下部にレンズ状に含む

しまりあり 粘性ややあり
(S0795 I - f'の 1層に相当）

4 暗灰色土 N3/0 暗灰色粘質士主体炭化物粒子(¢3mm)少菌 しまりや

やあり 粘性あり
(S0795 I - I'の2府に相当）

5 暗灰色土 N3/0 3 • 4陪と同色の暗灰色粘質土主体 炭化物粒子 (¢ 

3~10mm) 中～多堡 青灰色土粒子(¢ l~2nllll)・褐灰

色士粒子（正体不明） （¢5~IOnllll）少枇 しまりややあ

り 粘性あり (S0795I - I'の3府に相当）

6 黒色士 N2/0 3~5恩より暗い暗灰色粘質土主体 胄灰色土少盤

帯状に流れ込むように（地山崩落と思われる）炭化物

少拭 しまりややあり 粘性あり

J' 
SD800 

K I6 2m k' 

ril 
SDSOS 

N 16 2m N' 

言

第800号溝跡 (K-K')

SD803 
L I6Am L' 

S0804 .., 
M l69m M ．．  

言言言言

SD811 ~' 
O 163m C) - -

言言
2m 
160 

1 暗緑灰色士 5G3/l 暗緑灰色の粘質土 しまり ・粘性ややあり

2 暗灰色士 N3/0 暗灰色の粘質土主体 緑灰色土粒子(flmm) 

斑に含む炭化物粒子(f3mm)少屈 しまり

なし粘性あり

第803号溝跡 (L-L')

1 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 暗灰黄色のしまりある土 黄褐色上粒子(f3

mm)少最 しまりあり 粘性なし

第804• 805号溝跡 (M-M'・N-N') 

1 黄灰色士 2. 5Y4/l 少し暗めの黄灰色の粘性のややある土 オリ

第821号溝跡 (0-0')

ープ黄灰色シルト少韮 しまり ・粘性ややあ

り

1 オリープ黒色土 5Y3/2 黄褐色土粒子(fI~2mm)少禁炭化物粒子(¢

l~3mm)微呈 しまり ・粘性あり

2 オリーブ黒色士 7. 5Y3/! 緑灰色士粒子 (I~2mm)少拡 しまり ・粘性

あり

第348図溝跡 (16)

第792号溝跡 （第345• 349~355図）

M-47~49、N-48 • 49グリッドにかけて検出さ

れた。

調査区南西コーナー付近を南北方向に緩やかに弧

を描きながら延びる溝跡であった。北側は谷部に接

し、調査区域外へと延びていた。南側も調査区域外

へと延びていた。本溝跡の東側には第795• 796号溝

跡が南北方向に接するように並行して延びていた。

溝跡の切り 合い関係は、第795• 796号溝跡に切られ

ると考えられる。

規模は、全長25m、幅125~250cm、深さは12~48

cmであった。

出土遺物は、第356• 357図1~47に図示した。1

~41はかわらけ皿で、大きさに二種類ある。1~11 

は小型の皿、 17~41は大型の皿である。6• 21は手

づくねである。その他はロクロ挽きで、底部調整は

回転糸切りされている。底部未調整のものも少数み

-375-

られる。44は常滑甕である。45は石製の管玉で、本

遺構に伴わない混入品である。46• 47は木製品であ

る。46は裏面全面が被熱した板材、 47は先端部に加

工が施された杭である。

第793号溝跡 （第345図）

M-48 • 49グリ ッドで検出された。

東西方向に延びる幅広の溝跡であった。調査区南

西コーナー付近に位置し、東西方向に蛇行して延び

る溝跡であった。

西側は調査区域外へ延び、東側は第792• 794 • 798 

号溝跡と重複していた。本溝跡の東側で検出された

第798号溝跡と連続する可能性がある。

規模は、全長3m、幅75~250cm、深さは15~28cm

であった。

出土遺物は、第373図1~ 3に示した。1• 2はか

わらけ皿、 3は青磁碗である。



第794号溝跡（第345図）

M-48グリッドで検出された。

調査区南西コーナ一部に位置し、北西から南東方

向に蛇行して延びる溝跡であった。

西側は調査区域外へと延び、東側は第792号溝跡と

合流していた。

規模は、全長5.25m、幅50~100cm、深さは 6~ 9 

cmであった。

遺物は、第373図4の常滑壺の底部破片が出土して

いる。

第795号溝跡（第345• 349~355図）

M-47 • 48、

れた。

N-47~49グリッドにかけて検出さ

調査区南西コーナー付近を南北方向に延びる規模

の大きな溝跡であった。北側は谷部に落ち込み、南

側は調査区域外へと延びていた。本溝跡の西側には

第792• 796号溝跡が南北方向に接するように延びて

いた。また本溝跡の中央付近には、 2条の並行する

第804• 805号溝跡が重複していた。溝跡の切り合い

関係は、本溝跡が最も新しいと考えられるが、中央

の重複部分では、第796号溝跡と土層を明瞭に区別す

ることはできなかった。

規模は、全長24m、幅75~275cm、深さは27~135

cmであった。

第792• 796号溝跡と重複する箇所には、角材や杭、

竹などが乱雑に多数打ち込まれており、

の配置に明瞭な規則性はないが、

出土している。

そこから、

板材や建築材などの木製品や、かわらけなどの土器

が大量に出土した。打ち込まれていた杭の大半は、

自然木の先端を削っただけの簡単なものである。そ

おおざっぱな方形

（約東西1.8m、南北2.7m)に区画されているようであ

る。杭列の東辺底にあたる部分は深く掘り込まれて

いた。杭で囲まれた内側からの遺物量は、他の場所

に比べて突出しており、木製品は重なり合うように

こうした状況から、溝の一角に杭で

囲んだ廃棄場が設けられたものと推定される。
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第349図 第792• 795 • 796号溝跡区割図

出土遺物は、第358~368図1~59に図示した。

は青磁碗の口縁部破片である。

ー

2~4は手づくね皿、

5 ~ 9はロクロ成形のかわらけ皿である。10は東海

産の片口鉢、 11は常滑甕の底部片、 12~19は鉄製釘

である。20~22は北宋銭である。23~59は木製品で

ある。23• 24は先端がU字状に切り込まれた部材で

ある。24は下端を欠損するが、仕口と柄穴が作られ

る。25は表面に正方形の仕口がある。上部に納穴、

下部には仕口が続く 。24と同種の製品である。26は

板材である。中央・下端の円孔、背面にある外形に

沿った台形の圧痕・円孔周辺の圧痕など、他材と組

み合わせた痕跡がみられる。正面に明瞭な削り痕が

みられる。27• 28 • 48 • 53~56は建築部材の一部で
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第350図 第792• 795 • 796号溝跡遺物出土状況（1)
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第351図 第792• 795 • 796号溝跡遺物出土状況（2)
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